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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックを分類することと、ここで
、前記第１のダウンリンク送信は、共有無線周波数スペクトル帯域上で実行され、前記フ
ィードバックが複数のフィードバックカテゴリーのうちの１つに分類され、前記分類する
ことが、前記第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基
づく、
　後続のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別することと、
　前記後続のダウンリンク送信についての前記識別された干渉パラメータに関連するフィ
ードバックカテゴリーに分類されたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、前記
後続のダウンリンク送信をスケジュールすることと
　を備え、
　前記後続のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータを識別することが、
　　少なくとも１つの他の基地局から送信ステータスを受信することと、
　　前記送信ステータスに少なくとも部分的に基づいて、前記後続のダウンリンク送信に
ついての前記干渉パラメータを識別することと
　を備えることによって特徴付けられ、
　ここで、前記送信ステータスを受信することが、
　　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、または物理フレームフォーマットインジケ
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ータチャネル（ＰＦＦＩＣＨ）、あるいはそれらの組合せを受信すること
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータが、再利用１モードでの送
信、または時間領域多重化（ＴＤＭ）モードでの送信のうちの１つを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックを分類することが、　
前記再利用１モードでの前記第１のダウンリンク送信の送信を備える前記第１のダウンリ
ンク送信についての前記干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のダウ
ンリンク送信について受信されたフィードバックを第１のフィードバックカテゴリーに分
類すること
を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＴＤＭモードでの第２のダウンリンク送信の送信を備える前記第２のダウンリンク
送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のダウンリンク
送信についてのフィードバックを第２のフィードバックカテゴリーに分類すること
をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記フィードバックが、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、または肯定応答／否定応答（Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバック、あるいはそれらの組合せを備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　前記後続のダウンリンク送信をスケジュールすることが、
　前記後続のダウンリンク送信のための変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を選択す
ること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータを識別すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータを識別することが、
　前記第１のダウンリンク送信についての前記フィードバックとともに前記干渉パラメー
タの指示を受信すること
を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記基地局および前記少なくとも１つの他の基地局が、同じパブリックランドモバイル
ネットワーク（ＰＬＭＮ）に属する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のフィードバックカテゴリーのうちの各フィードバックカテゴリーについて、
別個のハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックアウターループまたは別個
のチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックアウターループのうちの少なくとも１つを
維持すること
をさらに備え、
　ここにおいて、前記後続のダウンリンク送信が、前記後続のダウンリンク送信について
の前記干渉パラメータに関連する前記フィードバックカテゴリーに関連する、ＨＡＲＱフ
ィードバックアウターループとＣＳＩフィードバックアウターループの一方または両方に
少なくとも部分的に基づいてスケジュールされる、または
　前記第１のダウンリンク送信について受信された前記フィードバックを第１のフィード
バックカテゴリーに分類すると、第２のフィードバックカテゴリーに関連するハイブリッ
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ド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックアウターループ、または前記第２のカテゴリ
ーに関連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックアウターループのうちの少なく
とも１つの少なくとも１つの更新をスキップすること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、請求項１ないし１０のうちのい
ずれか一項に記載の方法を実行するように構成された手段
を備える、装置。
【請求項１２】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域上で受信された第１のダウンリンク送信についての干渉
パラメータを識別することと、
　前記第１のダウンリンク送信についてのフィードバックを生成することと、
　基地局に、前記干渉パラメータの指示と一緒に前記フィードバックを送ることと
を備え、
　前記干渉パラメータを識別することが、
　　少なくとも１つのネイバリング基地局から送信ステータスを受信することと、
　　前記送信ステータスに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のダウンリンク送信に
ついての前記干渉パラメータを識別することと
　を備えることによって特徴付けられる、
　方法。
【請求項１３】
　前記フィードバックとともに前記基地局に、前記少なくとも１つのネイバリング基地局
からの前記送信ステータスを送ること
をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記干渉パラメータを識別することが、
　前記第１のダウンリンク送信に関連する信号対雑音比（ＳＮＲ）を測定することと、　
前記測定されたＳＮＲに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のダウンリンク送信につ
いての前記干渉パラメータを推定することと
を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　請求項１２ないし１４のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された手段を
備える、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１６年５月２５日に出
願された、「Techniques for Handling Feedback for Downlink Transmissions in a Sha
red Radio Frequency Spectrum Band」と題する、Ｚｈａｎｇらによる米国特許出願第１
５／１６４，８３７号、および２０１５年５月２７日に出願された、「Techniques for H
andling Feedback for Downlink Transmissions in a Shared Radio Frequency Spectrum
 Band」と題する、Ｚｈａｎｇらによる米国仮特許出願第６２／１６７，０７７号の優先
権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、共有無線
周波数スペクトル帯域（shared radio frequency spectrum band）中のダウンリンク送信
についてのフィードバックを扱うための技法に関する。
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【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）として知られる、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、い
くつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために）
ダウンリンクチャネル上でＵＥと通信し、（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために
）アップリンクチャネル上でＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかの通信モードは、セルラーネットワークの共有無線周波数スペクトル帯
域上での、または異なる無線周波数スペクトル帯域（たとえば、専用無線周波数スペクト
ル帯域（dedicated radio frequency spectrum band）および共有無線周波数スペクトル
帯域）上での基地局とＵＥとの間の通信を可能にし得る。専用（たとえば、認可（licens
ed））無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデータトラフ
ィックの増加とともに、少なくとも一部のデータトラフィックの、共有無線周波数スペク
トル帯域へのオフローディングは、セルラー事業者に拡張データ送信容量のための機会を
与え得る。共有無線周波数スペクトル帯域はまた、専用無線周波数スペクトル帯域へのア
クセスが利用不可能であるエリア中でサービスを与え得る。
【０００６】
　[0006]共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを獲得し、共有無線周波数スペクト
ル帯域上で通信するより前に、基地局またはＵＥは、共有無線周波数スペクトル帯域への
アクセスを求めて競合するために、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen before ta
lk）プロシージャを実行し得る。ＬＢＴプロシージャは、共有無線周波数スペクトル帯域
のチャネルが利用可能であるかどうかを決定するために、クリアチャネルアセスメント（
ＣＣＡ：clear channel assessment）プロシージャを実行することを含み得る。共有無線
周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であると決定されたとき、チャネル予約信号
（たとえば、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：channel usage beacon signal））
が、チャネルを予約するために送信され得る。チャネルが利用可能でないと決定された場
合、そのチャネルのためのＣＣＡプロシージャが後で再び実行され得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]同じパブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mobile n
etwork）の異なる基地局が並列に専用無線周波数スペクトル帯域上で送信するとき、第１
のセル中の第１の基地局によって使用される送信周波数は、他のセル中の他の基地局によ
って再利用され得る。同じ周波数がネットワーク中で使用され得るレートは、周波数再利
用レートとして知られている。ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））ま
たはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）（ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）ネットワークは１の周波
数再利用レートを有し、「再利用１（reuse one）」モードで動作する。同じＰＬＭＮの
異なる基地局が並列に共有無線周波数スペクトル帯域上で送信または受信するとき、基地
局は、それらのＬＢＴ無線フレームタイミングが同期され、かつ基地局のすべてが共有無
線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つときには、再利用１モードで動
作し得る。基地局のＬＢＴ無線フレームタイミングが同期されないとき、またはネイバリ
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ング基地局のすべてが共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つわ
けではないときには、基地局は、再利用１モードではなく時間領域多重化（ＴＤＭ：time
-domain multiplexed）モードで動作し得る。再利用１モードでの送信についての干渉環
境が、ＴＤＭモードでの送信についての干渉環境とは異なるので、両方の干渉環境におけ
る送信について受信されたフィードバックの組合せに基づくダウンリンク送信のスケジュ
ーリングは、ダウンリンク送信スケジューリングの性能に悪影響を及ぼし得る。本開示で
説明する技法は、ダウンリンク送信について受信されたフィードバックを分類し、ダウン
リンク送信についての干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリーに分類された
フィードバックに少なくとも部分的に基づいて、後続のダウンリンク送信をスケジュール
する。
【０００８】
　[0008]一例では、基地局におけるワイヤレス通信のための方法について説明する。本方
法は、共有無線周波数スペクトル帯域上で第１のダウンリンク送信について受信されたフ
ィードバックを分類することと、後続のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識
別することと、後続のダウンリンク送信についての識別された干渉パラメータに関連する
フィードバックカテゴリーに分類されたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、
後続のダウンリンク送信をスケジュールすることとを含み得る。フィードバックは複数の
フィードバックカテゴリーのうちの１つに分類され得、分類することは、第１のダウンリ
ンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づき得る。
【０００９】
　[0009]本方法のいくつかの例では、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータ
は、再利用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信のうちの１つを含み得る。い
くつかの例では、第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックを分類する
ことは、再利用１モードでの第１のダウンリンク送信の送信を含む第１のダウンリンク送
信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて、第１のダウンリンク送信に
ついて受信されたフィードバックを第１のフィードバックカテゴリーに分類することを含
み得る。いくつかの例では、本方法は、ＴＤＭモードでの第２のダウンリンク送信の送信
を含む第２のダウンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて
、第２のダウンリンク送信についてのフィードバックを第２のフィードバックカテゴリー
に分類することを含み得る。
【００１０】
　[0010]本方法のいくつかの例では、フィードバックは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、
または肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバック、あるいはそれらの組合
せを含み得る。いくつかの例では、後続のダウンリンク送信をスケジュールすることは、
後続のダウンリンク送信のための変調およびコーディング方式（ＭＣＳ：modulation and
 coding scheme）を選択することを含み得る。いくつかの例では、本方法は、第１のダウ
ンリンク送信についての干渉パラメータを識別することを含み得る。いくつかの例では、
第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別することは、第１のダウンリン
ク送信についてのフィードバックとともに干渉パラメータの指示を受信することを含み得
る。
【００１１】
　[0011]いくつかの例では、後続のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別す
ることは、少なくとも１つの他の基地局から送信ステータスを受信することと、送信ステ
ータスに少なくとも部分的に基づいて、後続のダウンリンク送信についての干渉パラメー
タを識別することとを含み得る。いくつかの例では、基地局および少なくとも１つの他の
基地局は、同じＰＬＭＮに属し得る。いくつかの例では、送信ステータスを受信すること
は、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、または物理フレームフォーマットインジケ
ータチャネル（ＰＦＦＩＣＨ：physical frame format indicator channel）、あるいは
それらの組合せを受信することを含み得る。
【００１２】



(6) JP 6800893 B2 2020.12.16

10

20

30

40

50

　[0012]いくつかの例では、本方法は、複数のフィードバックカテゴリーのうちの各フィ
ードバックカテゴリーについて、別個のハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィード
バックアウターループ（a separate hybrid automatic repeat request (HARQ) feedback
 outer loop）または別個のＣＳＩフィードバックアウターループ（a separate CSI feed
back outer loop）のうちの少なくとも１つを維持することを含み得、ここで、後続のダ
ウンリンク送信は、後続のダウンリンク送信についての干渉パラメータに関連するフィー
ドバックカテゴリーに関連する、ＨＡＲＱフィードバックアウターループとＣＳＩフィー
ドバックアウターループの一方または両方に少なくとも部分的に基づいてスケジュールさ
れる。いくつかの例では、本方法は、第１のダウンリンク送信について受信されたフィー
ドバックを第１のフィードバックカテゴリーに分類すると、第２のフィードバックカテゴ
リーに関連するＨＡＲＱフィードバックアウターループ、または第２のカテゴリーに関連
するＣＳＩフィードバックアウターループのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの更
新をスキップすることを含み得る。
【００１３】
　[0013]一例では、基地局におけるワイヤレス通信のための装置について説明する。本装
置は、共有無線周波数スペクトル帯域上で第１のダウンリンク送信について受信されたフ
ィードバックを分類するための手段と、後続のダウンリンク送信についての干渉パラメー
タを識別するための手段と、後続のダウンリンク送信についての識別された干渉パラメー
タに関連するフィードバックカテゴリーに分類されたフィードバックに少なくとも部分的
に基づいて、後続のダウンリンク送信をスケジュールするための手段とを含み得る。フィ
ードバックは複数のフィードバックカテゴリーのうちの１つに分類され得、分類すること
は、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づき得る
。本装置は、上記で説明した方法の１つまたは複数の態様を実行するための手段をさらに
含み得る。
【００１４】
　[0014]一例では、基地局におけるワイヤレス通信のための別の装置について説明する。
本装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る。プロセッサは、
共有無線周波数スペクトル帯域上で第１のダウンリンク送信について受信されたフィード
バックを分類することと、後続のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別する
ことと、後続のダウンリンク送信についての識別された干渉パラメータに関連するフィー
ドバックカテゴリーに分類されたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、後続の
ダウンリンク送信をスケジュールすることとを行うように構成され得る。フィードバック
は複数のフィードバックカテゴリーのうちの１つに分類され得、分類することは、第１の
ダウンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づき得る。プロセッ
サは、上記で説明した方法の１つまたは複数の態様を実行するようにさらに構成され得る
。
【００１５】
　[0015]一例では、プロセッサによって実行可能な命令を記憶するためのコンピュータ可
読媒体について説明する。命令は、共有無線周波数スペクトル帯域上で第１のダウンリン
ク送信について受信されたフィードバックを分類するための命令と、後続のダウンリンク
送信についての干渉パラメータを識別するための命令と、後続のダウンリンク送信につい
ての識別された干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリーに分類されたフィー
ドバックに少なくとも部分的に基づいて、後続のダウンリンク送信をスケジュールするた
めの命令とを含み得る。フィードバックは複数のフィードバックカテゴリーのうちの１つ
に分類され得、分類することは、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータに少
なくとも部分的に基づき得る。本コンピュータ可読媒体は、上記で説明した方法の１つま
たは複数の態様を実行するためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶し得る。
【００１６】
　[0016]一例では、ＵＥにおけるワイヤレス通信のための方法について説明する。本方法
は、共有無線周波数スペクトル帯域上で受信された第１のダウンリンク送信についての干
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渉パラメータを識別することと、第１のダウンリンク送信についてのフィードバックを生
成することと、基地局に、干渉パラメータの指示と一緒にフィードバックを送ることとを
含み得る。
【００１７】
　[0017]本方法のいくつかの例では、干渉パラメータを識別することは、少なくとも１つ
のネイバリング基地局から送信ステータスを受信することと、送信ステータスに少なくと
も部分的に基づいて、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別すること
とを含み得る。いくつかの例では、本方法は、フィードバックとともに基地局に、少なく
とも１つのネイバリング基地局からの送信ステータスを送ることを含み得る。いくつかの
例では、干渉パラメータを識別することは、第１のダウンリンク送信に関連する信号対雑
音比（ＳＮＲ：signal-to-noise ratio）を測定することと、測定されたＳＮＲに少なく
とも部分的に基づいて、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータを推定するこ
ととを含み得る。
【００１８】
　[0018]一例では、ＵＥにおけるワイヤレス通信のための装置について説明する。本装置
は、共有無線周波数スペクトル帯域上で受信された第１のダウンリンク送信についての干
渉パラメータを識別するための手段と、第１のダウンリンク送信についてのフィードバッ
クを生成するための手段と、基地局に、干渉パラメータの指示と一緒にフィードバックを
送るための手段とを含み得る。本装置は、上記で説明した方法の１つまたは複数の態様を
実行するための手段を含み得る。
【００１９】
　[0019]一例では、ＵＥにおけるワイヤレス通信のための別の装置について説明する。本
装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る。プロセッサは、共
有無線周波数スペクトル帯域上で受信された第１のダウンリンク送信についての干渉パラ
メータを識別することと、第１のダウンリンク送信についてのフィードバックを生成する
ことと、基地局に、干渉パラメータの指示と一緒にフィードバックを送ることとを行うよ
うに構成され得る。プロセッサは、上記で説明した方法の１つまたは複数の態様を実行す
るようにさらに構成され得る。
【００２０】
　[0020]一例では、プロセッサによって実行可能な命令を記憶するためのコンピュータ可
読媒体について説明する。命令は、共有無線周波数スペクトル帯域上で受信された第１の
ダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別するための命令と、第１のダウンリン
ク送信についてのフィードバックを生成するための命令と、基地局に、干渉パラメータの
指示と一緒にフィードバックを送るための命令とを含み得る。本コンピュータ可読媒体は
、上記で説明した方法の１つまたは複数の態様を実行するためにプロセッサによって実行
可能な命令を記憶し得る。
【００２１】
　[0021]上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。以下で、追加の特徴お
よび利点について説明する。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行する
ための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような
等価な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特性、
それらの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説
明を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明の目的で与えられる
ものであり、特許請求の範囲の制限の定義として与えられるものではない。
【００２２】
　[0022]本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る
。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じ
タイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要素同
士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみ
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が本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ
第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】[0023]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0024]本開示の様々な態様による、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ま
たはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）（ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）が、共有無線周波数スペ
クトル帯域を使用して異なるシナリオの下で展開され得るワイヤレス通信システムを示す
図。
【図３】[0025]本開示の様々な態様による、固定リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）無線
フレーム構造を介してユーザ機器（ＵＥ）と通信する基地局についての再同期動作のタイ
ミング図。
【図４】[0026]本開示の様々な態様による、浮動ＬＢＴ無線フレーム構造を介してＵＥと
通信する基地局についての再同期動作のタイミング図。
【図５】[0027]本開示の様々な態様による、共有無線周波数スペクトル帯域上の基地局と
ＵＥとの間の通信フローを示す図。
【図６】[0028]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置
のブロック図。
【図７】[0029]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置
のブロック図。
【図８】[0030]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置
のブロック図。
【図９】[0031]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置
のブロック図。
【図１０】[0032]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基
地局のブロック図。
【図１１】[0033]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのＵ
Ｅのブロック図。
【図１２】[0034]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【図１３】[0035]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【図１４】[0036]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【図１５】[0037]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的な方法を示
すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　[0038]本開示は、一般に、共有無線周波数スペクトル帯域中のダウンリンク送信につい
てのフィードバックを扱うための技法に関する。基地局が、共有無線周波数スペクトル帯
域上でダウンリンク送信について受信されたフィードバックを分類し得る。フィードバッ
クは、複数のフィードバックカテゴリーのうちの１つに分類され得、第１のダウンリンク
送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づき得る。基地局はまた、後続の
ダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別し、後続のダウンリンク送信について
の識別された干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリーに分類されたフィード
バックに少なくとも部分的に基づいて、後続のダウンリンク送信をスケジュールし得る。
【００２５】
　[0039]共有無線周波数スペクトル帯域がワイヤレス通信システム上での通信の少なくと
も一部分のために使用される技法について説明する。いくつかの例では、共有無線周波数
スペクトル帯域は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）またはＬＴＥアドバンスト
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（ＬＴＥ－Ａ）（ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）通信のために使用され得る。共有無線周波数スペ
クトル帯域は、専用無線周波数スペクトル帯域と組み合わせて、またはそれとは無関係に
使用され得る。専用無線周波数スペクトル帯域は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用
可能な認可無線周波数スペクトル帯域（licensed radio frequency spectrum band）など
、無線周波数スペクトル帯域が特定のユーザに認可されているので、送信装置がそれにつ
いてアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペクトル帯域であり得る。共
有無線周波数スペクトル帯域は、デバイスがそれについてアクセスを求めて競合し得る、
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）使用など、無認可使用（
unlicensed use）のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共
有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利用可能であ
る無線周波数スペクトル帯域）であり得る。
【００２６】
　[0040]専用無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデータ
トラフィックの増加とともに、少なくとも一部のデータトラフィックの、共有無線周波数
スペクトル帯域へのオフローディングは、セルラー事業者（たとえば、パブリックランド
モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークなどのセルラ
ーネットワークを画定する基地局の協調セットの事業者）に拡張データ送信容量のための
機会を与え得る。共有無線周波数スペクトル帯域の使用はまた、専用無線周波数スペクト
ル帯域へのアクセスが利用不可能であるエリア中でサービスを与え得る。共有無線周波数
スペクトル帯域上で通信する前に、送信装置は、媒体へのアクセスを獲得するためにリッ
スンビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行し得る。そのようなＬＢＴプロシージ
ャは、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であるかどうかを決定するた
めに、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャ（または拡張ＣＣＡプロシー
ジャ）を実行することを含み得る。共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能
であると決定されたとき、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）が、チャネルを予約す
るためにブロードキャストされ得る。基地局の場合、チャネルがそれについて予約されて
いるダウンリンクサブフレームとアップリンクサブフレームとの指示もブロードキャスト
され得る。チャネルが利用可能でないと決定された場合、そのチャネルについてのＣＣＡ
プロシージャ（または拡張ＣＣＡプロシージャ）が、後で再び実行され得る。
【００２７】
　[0041]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明す
る要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシー
ジャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明する方法は、説明
する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み合わせ
られ得る。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合わせられ
得る。
【００２８】
　[0042]図１に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワー
ク１３０とを含み得る。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、ト
ラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティン
グ、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（
たとえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースし得、ＵＥ１
１５との通信のための無線設定およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コ
ントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、ワイヤ
ードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ１
など）を介して互いに直接または間接的に（たとえば、コアネットワーク１３０を通して
）通信し得る。
【００２９】
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　[0043]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通
信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシーバ局、無
線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼
ばれることがある。基地局１０５についての地理的カバレージエリア１１０は、カバレー
ジエリアの一部分を構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システ
ム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局またはスモールセル
基地局）を含み得る。異なる技術についての重複する地理的カバレージエリア１１０があ
り得る。
【００３０】
　[0044]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネット
ワークを含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、ｅＮＢという用語は、基地局
１０５を表すために使用され得、ＵＥという用語は、ＵＥ１１５を表すために使用され得
る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバ
レージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢ
または基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセルに通信カバ
レージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に関
連するキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアまたは基地局のカバレ
ージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る「第３世代パートナーシ
ッププロジェクト」（３ＧＰＰ（登録商標））用語である。
【００３１】
　[0045]マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）を
カバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、同じまたは異なる（たとえ
ば、専用、共有などの）無線周波数スペクトル帯域内でマクロセルとして動作し得る低電
力基地局であり得る。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルとフェムトセルとマ
イクロセルとを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネット
ワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。
フェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、家庭）を同じくカバーし得、フ
ェムトセルとの関連付けを有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed
 subscriber group）中のＵＥ、家庭内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアク
セスを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモ
ールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホ
ームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ
、４つなどの）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００３２】
　[0046]ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信
はほぼ時間的にアライメント（aligned in time）され得る。非同期動作の場合、基地局
は異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的にアライメント
されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれか
のために使用され得る。
【００３３】
　[0047]様々な開示する例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プ
ロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプレ
ーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤ
における通信はＩＰベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤが、論理チャネ
ルを介して通信するためにパケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る
。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤが、優先度処理と、トランスポートチャネルへの論
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理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善するために
ＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を使用
し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤが、ユーザプ
レーンデータについての無線ベアラをサポートする、ＵＥ１１５と基地局１０５またはコ
アネットワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立と設定と保守とを行い得る。物理（ＰＨ
Ｙ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００３４】
　[0048]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユニ
ット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、ア
クセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエー
ジェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語を含む
か、またはそのように当業者によって呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォ
ン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘル
ドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、
ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモー
ルセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器
と通信することが可能であり得る。
【００３５】
　[0049]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、基地局１０
５からＵＥ１１５へのダウンリンク送信、またはＵＥ１１５から基地局１０５へのアップ
リンク送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、ア
ップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。ダウンリンク送信は、たとえ
ば、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ、たとえば、専用無線周波数スペクトル帯域上での送信のためのもの）、拡張Ｐ
ＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ、たとえば、共有無線周波数スペクトル帯域上での送信のための
もの）、または物理フレームフォーマットインジケータチャネル（ＰＦＦＩＣＨ）を含み
得る。通信リンク１２５の時分割複信（ＴＤＤ：time division duplexing）動作の場合
、ＰＦＦＩＣＨ上でシグナリングすることは、通信リンク１２５上での通信のＴＤＤフレ
ーム構造を示し得る。アップリンク送信は、たとえば、物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を含み得る。アップリ
ンク送信はまた、ダウンリンク送信についてのフィードバック（たとえば、ＨＡＲＱフィ
ードバック）を含み得る。
【００３６】
　[0050]いくつかの例では、各通信リンク１２５は１つまたは複数のキャリアを含み得、
ここで、各キャリアは、上記で説明した様々な無線技術に従って変調された複数のサブキ
ャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調信号は
、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど
）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、周波数
領域複信（ＦＤＤ：frequency domain duplexing）動作を使用して（たとえば、対スペク
トルリソースを使用して）、またはＴＤＤ動作を使用して（たとえば、不対スペクトルリ
ソースを使用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえ
ば、フレーム構造タイプ１）とＴＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレーム構
造タイプ２）とが定義され得る。
【００３７】
　[0051]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、基地局１０５またはＵＥ１
１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するためにアンテ
ナダイバーシティ方式を採用する複数のアンテナを含み得る。追加または代替として、基
地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬送する複数の空間
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レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（ＭＩＭＯ）技法を
採用し得る。
【００３８】
　[0052]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーションまたはデュアル接続性動作と呼ばれることがある特徴を
サポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなど
と呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、および
「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。ＵＥ１１５は、キャリ
アアグリゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複数のアップリンク
ＣＣとで構成され得る。各通信方向では、１つのＣＣが１次セル（ＰＣｅｌｌ）として構
成され得、他のＣＣが２次セル（ＳＣｅｌｌ）として構成され得る。キャリアアグリゲー
ションは、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方ととも
に使用され得る。
【００３９】
　[0053]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、専用無線周波数スペクト
ル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペクト
ル帯域などの無線周波数スペクトル帯域が特定の使用のために特定のユーザに認可されて
いるので、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数
スペクトル帯域）または共有無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装置がそれにつ
いてアクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、
Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あ
るいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するため
に利用可能である無線周波数スペクトル帯域））上での動作をサポートし得る。
【００４０】
　[0054]図２に、本開示の様々な態様による、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが、共有無線周波数ス
ペクトル帯域を使用して異なるシナリオの下で展開され得るワイヤレス通信システム２０
０を示す。より詳細には、図２は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが共有無線周波数スペクトル帯域
を使用して展開される、（認可支援アクセスモード（licensed assisted access mode）
とも呼ばれる）補助ダウンリンクモード（supplemental downlink mode）と、キャリアア
グリゲーションモードと、スタンドアロンモードとの例を示している。ワイヤレス通信シ
ステム２００は、図１を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００の部分の一
例であり得る。その上、第１の基地局２０５および第２の基地局２０５－ａは、図１を参
照しながら説明した基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得、第１のＵ
Ｅ２１５、第２のＵＥ２１５－ａ、第３のＵＥ２１５－ｂ、および第４のＵＥ２１５－ｃ
は、図１を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得
る。
【００４１】
　[0055]ワイヤレス通信システム２００における補助ダウンリンクモード（たとえば、認
可支援アクセス（ＬＡＡ：licensed assisted access）モード）の例では、第１の基地局
２０５は、ダウンリンクチャネル２２０を使用して第１のＵＥ２１５に直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）波形を送信し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、共有無線周波
数スペクトル帯域中の周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の基地局２０５は、第１の双
方向リンク２２５を使用して第１のＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第１の双方
向リンク２２５を使用して第１のＵＥ２１５からシングルキャリア周波数分割多元接続（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）波形を受信し得る。第１の双方向リンク２２５は、専用無線周波数スペ
クトル帯域中の周波数Ｆ４に関連付けられ得る。共有無線周波数スペクトル帯域中のダウ
ンリンクチャネル２２０と専用無線周波数スペクトル帯域中の第１の双方向リンク２２５
とは同時に動作し得る。ダウンリンクチャネル２２０は第１の基地局２０５にダウンリン
ク容量オフロードを与え得る。いくつかの例では、ダウンリンクチャネル２２０は、（た
とえば、１つのＵＥに宛てられた）ユニキャストサービスのために、または（たとえば、
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いくつかのＵＥに宛てられた）マルチキャストサービスのために使用され得る。このシナ
リオは、専用無線周波数スペクトル帯域を使用し、トラフィックまたはシグナリング輻輳
の一部を軽減する必要がある、サービスプロバイダ（たとえば、モバイルネットワーク事
業者（ＭＮＯ））に関して発生し得る。
【００４２】
　[0056]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一例
では、第１の基地局２０５は、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のＵＥ２１５－
ａにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のＵＥ２１５
－ａからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、またはリソースブロックインターリーブ
波形を受信し得る。第２の双方向リンク２３０は、共有無線周波数スペクトル帯域中の周
波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の基地局２０５はまた、第３の双方向リンク２３５を
使用して第２のＵＥ２１５－ａにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第３の双方向リンク２３５
を使用して第２のＵＥ２１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第３の双方向リ
ンク２３５は、専用無線周波数スペクトル帯域中の周波数Ｆ２に関連付けられ得る。第２
の双方向リンク２３０は、第１の基地局２０５にダウンリンクおよびアップリンク容量オ
フロードを与え得る。上記で説明した補助ダウンリンク（たとえば、認可支援アクセスモ
ード）のように、このシナリオは、専用無線周波数スペクトル帯域を使用し、トラフィッ
クまたはシグナリング輻輳の一部を軽減する必要がある、任意のサービスプロバイダ（た
とえば、ＭＮＯ）に関して発生し得る。
【００４３】
　[0057]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別の
例では、第１の基地局２０５は、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のＵＥ２１５
－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のＵＥ２１
５－ｂからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、またはリソースブロックインターリー
ブ波形を受信し得る。第４の双方向リンク２４０は、共有無線周波数スペクトル帯域中の
周波数Ｆ３に関連付けられ得る。第１の基地局２０５はまた、第５の双方向リンク２４５
を使用して第３のＵＥ２１５－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第５の双方向リンク２４
５を使用して第３のＵＥ２１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第５の双方向
リンク２４５は、専用無線周波数スペクトル帯域中の周波数Ｆ２に関連付けられ得る。第
４の双方向リンク２４０は、ダウンリンクおよびアップリンク容量オフロードを第１の基
地局２０５に与え得る。この例および上記で与えた例は説明の目的で提示されるものであ
り、容量オフロードのために、専用無線周波数スペクトル帯域中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを
組み合わせ、共有無線周波数スペクトル帯域を使用する、他の同様の動作モードまたは展
開シナリオがあり得る。
【００４４】
　[0058]上記で説明したように、共有無線周波数スペクトル帯域中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
を使用することによって提供される容量オフロードから恩恵を受け得る１つのタイプのサ
ービスプロバイダは、専用無線周波数スペクトル帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａへのアクセス権
利を有する旧来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダの場合、動作例は、専用無
線周波数スペクトル帯域上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）
と共有無線周波数スペクトル帯域上の少なくとも１つの２次コンポーネントキャリア（Ｓ
ＣＣ）とを使用するブートストラップモード（たとえば、補助ダウンリンク（たとえば、
ＬＡＡ）、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００４５】
　[0059]キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は、たとえば、専用無
線周波数スペクトル帯域中で（たとえば、第１の双方向リンク２２５、第３の双方向リン
ク２３５、および第５の双方向リンク２４５を介して）通信され得るが、データは、たと
えば、共有無線周波数スペクトル帯域中で（たとえば、第２の双方向リンク２３０および
第４の双方向リンク２４０を介して）通信され得る。共有無線周波数スペクトル帯域を使
用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッドＦＤＤ－Ｔ
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ＤＤキャリアアグリゲーションまたはコンポーネントキャリアにわたる異なる対称性を伴
うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに入り得る。
【００４６】
　[0060]ワイヤレス通信システム２００におけるスタンドアロンモードの一例では、第２
の基地局２０５－ａは、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃにＯＦＤＭ
Ａ波形を送信し得、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃからＯＦＤＭＡ
波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、またはリソースブロックインターリーブ波形を受信し得る。
双方向リンク２５０は、共有無線周波数スペクトル帯域中の周波数Ｆ３に関連付けられ得
る。スタンドアロンモードは、スタジアム内アクセス（たとえば、ユニキャスト、マルチ
キャスト）など、非旧来型ワイヤレスアクセスシナリオにおいて使用され得る。この動作
モードについてのサービスプロバイダのタイプの一例は、専用無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを有しない、スタジアム所有者、ケーブル会社、イベント主催者、ホテル、
企業、または大企業であり得る。
【００４７】
　[0061]いくつかの例では、図１または図２を参照しながら説明した基地局１０５、２０
５、または２０５－ａのうちの１つ、あるいは図１または図２を参照しながら説明したＵ
Ｅ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、または２１５－ｃのうちの１つなどの送信
装置は、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルへの（たとえば、共有無線周波数スペ
クトル帯域の物理チャネルへの）アクセスを獲得するためにゲーティング間隔を使用し得
る。いくつかの例では、ゲーティング間隔は周期的であり得る。たとえば、周期的ゲーテ
ィング間隔は、周期無線フレーム構造（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム構造
）の少なくとも１つの境界と同期され得る。ゲーティング間隔は、欧州通信規格協会（Ｅ
ＴＳＩ：European Telecommunications Standards Institute）（ＥＮ３０１　８９３）
において指定されているＬＢＴプロトコルに基づくＬＢＴプロトコルなど、競合ベースプ
ロトコルの適用を定義し得る。ＬＢＴプロトコルの適用を定義するゲーティング間隔を使
用するとき、ゲーティング間隔は、送信装置が、ＣＣＡプロシージャなどの競合プロシー
ジャ（たとえば、ＬＢＴプロシージャ）をいつ実行する必要があるかを示し得る。ＣＣＡ
プロシージャの結果は、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルが（ＬＢＴ無線フレー
ムとも呼ばれる）ゲーティング間隔のために利用可能であるのか使用中であるのかを送信
装置に示し得る。チャネルが、対応するＬＢＴ無線フレームのために利用可能（たとえば
、使用について「クリア」）であることをＣＣＡプロシージャが示すとき、送信装置は、
ＬＢＴ無線フレームの一部または全部中に共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルを予
約または使用し得る。チャネルが利用可能でないこと（たとえば、チャネルが別の送信装
置によって使用中または予約済みであること）をＣＣＡプロシージャが示すとき、送信装
置は、ＬＢＴ無線フレーム中にチャネルを使用することを妨げられ得る。いくつかの例で
は、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルは、共有無線周波数スペクトル帯域上でＣ
ＵＢＳを送信することによって予約され得る。
【００４８】
　[0062]図３に、本開示の様々な態様による、固定ＬＢＴ無線フレーム構造（たとえば、
ＬＢＴ無線フレームが周期無線フレーム構造３０５とアライメントされたＬＢＴ無線フレ
ーム構造）を介してＵＥと通信する基地局のための再同期動作のタイミング図３００を示
す。基地局は、同じＰＬＭＮのネイバリング基地局であり得、図１または図２を参照しな
がら説明した基地局１０５、２０５、または２０５－ａの態様の例であり得る。ＵＥは、
同様に、図１または図２を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１
５－ｂ、または２１５－ｃの態様の例であり得る。
【００４９】
　[0063]例として、図３は、専用無線周波数スペクトル帯域に関連する周期無線フレーム
構造３０５に対する、共有無線周波数スペクトル帯域上で第１の基地局によって送信され
たＬＢＴ無線フレームのタイムライン３１０と、共有無線周波数スペクトル帯域上で第２
の基地局によって送信されたＬＢＴ無線フレームのタイムライン３１５とを示す。専用無
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線周波数スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域が特定の使用のために特定のユー
ザに認可されているので、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合しないことがあ
る無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認
可無線周波数スペクトル帯域）であり得る。共有無線周波数スペクトル帯域は、送信装置
がそれについてアクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペクトル帯域（
たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクト
ル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使
用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域）であり得る。
【００５０】
　[0064]図３に示されている周期無線フレーム構造３０５は、システムフレーム番号（Ｓ
ＦＮ：system frame number）４、５、６、７、８、および９によって指定された無線フ
レームを含む。再同期オケージョンがＳＦＮ４およびＳＦＮ８の各々中で与えられる（た
とえば、第１の再同期オケージョン３２０がＳＦＮ４中で与えられ、第２の再同期オケー
ジョン３２５がＳＦＮ８中で与えられる）。
【００５１】
　[0065]第１の再同期オケージョン３２０中に、第１の基地局と第２の基地局とは、それ
らのＬＢＴ無線フレームタイミングを再同期させ得る。第１の再同期オケージョン３２０
中に実行された再同期の後、そして第１の基地局および第２の基地局の各々が送信または
受信すべきデータを有するとき、第１の基地局および第２の基地局の各々は、共有無線周
波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。第１の基地局および第２の基地局
が同じＰＬＭＮに属し、同期されるので、第１の基地局および第２の基地局は、両方とも
共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つか、または両方とも負け
得る。第１の基地局および第２の基地局が両方とも共有無線周波数スペクトル帯域へのア
クセスを求める競合に勝ったとき、第１の基地局および第２の基地局の各々は、再利用１
モードで、同時にそれぞれのＬＢＴ無線フレームを送信し得る（たとえば、第１の基地局
は第１のＬＢＴ無線フレーム３３０を送信し得、第２の基地局は第２のＬＢＴ無線フレー
ム３３５を送信し得る）。第１の基地局および第２の基地局が両方とも送信すべきデータ
を有し、ＳＦＮ６について共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝
つことが可能であるとき、第１の基地局および第２の基地局は再利用１モードで動作し続
け得る。しかしながら、図３に示されている例では、第１の基地局も第２の基地局も、Ｓ
ＦＮ６の始めに共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことが可
能でない。第１の基地局または第２の基地局の一方または両方が（たとえば、第１の基地
局または第２の基地局の近傍にある共有無線周波数スペクトル帯域を使用する他のデバイ
スのアクティビティゆえに）共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に
勝つことに失敗すると、第１の基地局および第２の基地局は、共有無線周波数スペクトル
帯域にアクセスすることに関して時間領域多重化（ＴＤＭ）モードで動作し得る。
【００５２】
　[0066]例として、第１の基地局は、ＳＦＮ６の途中で、および再びＳＦＮ７について共
有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことが示されている。第１
の基地局が共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つ無線フレーム
中で、第２の基地局は、共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つ
ことを妨げられ得る。同様に、第２の基地局が共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセ
スを求める競合に勝つ無線フレーム中で（たとえば、ＳＦＮ８中で）、第１の基地局は、
共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことを妨げられ得る。
【００５３】
　[0067]第２の再同期オケージョン３２５中に、第１の基地局と第２の基地局とは、それ
らのＬＢＴ無線フレームタイミングをもう一度再同期させ、再利用１モードで動作し得る
。
【００５４】
　[0068]再利用１モードでの動作とＴＤＭモードでの動作との間の第１の基地局と第２の
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基地局との切替えは、基地局の干渉環境に影響を及ぼし得る。たとえば、第１の基地局が
第２の基地局に対して再利用１モードで動作するとき、第１の基地局のダウンリンク送信
は第２の基地局の送信からの（および同じＰＬＭＮ内の他の基地局からの）干渉を受け得
る。しかしながら、第１の基地局が第２の基地局に対してＴＤＭモードで動作するとき、
第１の基地局のダウンリンク送信は第２の基地局の送信からの（または同じＰＬＭＮ内の
他の基地局からの）干渉を受けないことがある。これらの異なる干渉環境は、第１の基地
局に関連するＵＥのリンク品質の変動を生じ得る（たとえば、ＣＳＩフィードバックおよ
びＰＤＳＣＨ復号の成功／失敗は変動し得る）。
【００５５】
　[0069]第１の基地局がＵＥからダウンリンク送信に関するフィードバックを受信し、フ
ィードバックに応答して第１の基地局のＨＡＲＱアウターフィードバックループ（outer 
feedback loop）またはＣＳＩフィードバックアウターループを更新する場合、フィード
バックが再利用１モードで行われたダウンリンク送信に対応するのか、ＴＤＭモードで行
われたダウンリンク送信に対応するのかにかかわらず、第１の基地局の性能は悪影響を及
ぼされ得る。たとえば、再利用１モードで行われた第１のダウンリンク送信についてのフ
ィードバックが、ＴＤＭモードで行われることになる第２のダウンリンク送信をスケジュ
ールする前に、ＨＡＲＱアウターフィードバックループまたはＣＳＩアウターフィードバ
ックループを更新するために使用されるとき、ＨＡＲＱアウターフィードバックループま
たはＣＳＩアウターフィードバックループの更新により、サポートされるよりも低いＭＣ
Ｓがダウンリンク送信のために使用され得、それにより、未使用リンク容量の結果として
ダウンリンク上の効率が低下し得る。ＴＤＭモードで行われた第１のダウンリンク送信に
ついてのフィードバックが、再利用１モードで行われるべき第２のダウンリンク送信をス
ケジュールする前に、ＨＡＲＱアウターフィードバックループまたはＣＳＩアウターフィ
ードバックループを更新するために使用されるとき、ＨＡＲＱアウターフィードバックル
ープまたはＣＳＩアウターフィードバックループの更新により、サポートされるよりも高
いＭＣＳまたはランクがダウンリンク送信のために使用され得、それにより、第２のダウ
ンリンク送信を復号することにＵＥが失敗することの結果としてダウンリンク上の効率が
低下し得る。上述の効率の低下は、いくつかの例では、たとえば、図５、図６、図７、図
８、図９、図１２、図１３、図１４、または図１５を参照しながら説明するように、ダウ
ンリンク送信に関連する干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいてダウンリンク送信
について受信されたフィードバックを分類することによって、ダウンリンク送信について
の干渉パラメータを識別することによって、およびダウンリンク送信についての識別され
た干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリーに基づいてダウンリンク送信をス
ケジュールすることによって緩和され得る。
【００５６】
　[0070]いくつかの例では、基地局は、ＵＥからダウンリンク送信に関連する複数のフィ
ードバック信号を受信し得る。複数のフィードバック信号は、複数のＵＥによって、また
は単一のＵＥから送信され得る。いくつかの事例では、複数のフィードバック信号のうち
の１つまたは複数は、ダウンリンク送信に関連する干渉パラメータの指示を含み得る。他
の事例では、複数の信号は、ダウンリンク送信に関連する干渉パラメータまたは他のパラ
メータに関係する情報を含まないことがある。いずれの場合も、基地局は、次いで、基地
局によって決定されるか、またはＵＥによって送信された指示から取得され得る干渉パラ
メータに基づいて、複数のフィードバック信号のうちの１つまたは複数を分類し得る。た
とえば、基地局は、フィードバック信号が再利用１モードで行われたダウンリンク送信に
関連するのか、またはＴＤＭモードで行われたダウンリンク送信に関連するのかに基づい
て、ＵＥからのダウンリンク送信に関連する複数のフィードバック信号のサブセットを分
類し得る。分類した後に、基地局は、次いで、ＵＥについての後続のダウンリンク送信に
関連するリソースをスケジュールし得る。いくつかの場合には、基地局はまた、ＨＡＲＱ
アウターフィードバックループまたはＣＳＩアウターフィードバックループのうちの１つ
または複数を更新し得、スケジュールすることは、更新されたＨＡＲＱアウターフィード
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バックループまたは更新されたＣＳＩアウターフィードバックループに基づいて後続のダ
ウンリンク送信のためのＭＣＳを決定することを伴い得る。複数のフィードバック信号を
このようにして分類することによって、基地局は、たとえば、後続のダウンリンク送信が
再利用１モードで行われるべきであるのかＴＤＭモードで行われるべきであるのかに基づ
いて、ＵＥについての後続のダウンリンク送信をスケジュール可能であり得る。
【００５７】
　[0071]図４に、本開示の様々な態様による、浮動ＬＢＴ無線フレーム構造（たとえば、
ＬＢＴ無線フレームが周期無線フレーム構造４０５とアライメントされないことがあるＬ
ＢＴ無線フレーム構造）を介してＵＥと通信する基地局についての再同期動作のタイミン
グ図４００を示す。基地局は、同じＰＬＭＮのネイバリング基地局であり得、図１または
図２を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、または２０５－ａの態様の例であり
得る。ＵＥは、同様に、図１または図２を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２
１５－ａ、２１５－ｂ、または２１５－ｃの態様の例であり得る。
【００５８】
　[0072]例として、図４は、専用無線周波数スペクトル帯域に関連する周期無線フレーム
構造４０５に対する、共有無線周波数スペクトル帯域上で第１の基地局によって送信され
たＬＢＴ無線フレームのタイムライン４１０と、共有無線周波数スペクトル帯域上で第２
の基地局によって送信されたＬＢＴ無線フレームのタイムライン４１５とを示す。専用無
線周波数スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域が特定の使用のために特定のユー
ザに認可されているので、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合しないことがあ
る無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認
可無線周波数スペクトル帯域）であり得る。共有無線周波数スペクトル帯域は、送信装置
がそれについてアクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペクトル帯域（
たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクト
ル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使
用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域）であり得る。
【００５９】
　[0073]図４に示されている周期無線フレーム構造４０５は、ＳＦＮ４、５、６、７、８
、および９によって指定された無線フレームを含む。再同期オケージョンがＳＦＮ４およ
びＳＦＮ８の各々中で与えられる（たとえば、第１の再同期オケージョン４２０がＳＦＮ
４中で与えられ、第２の再同期オケージョン４２５がＳＦＮ８中で与えられる）。
【００６０】
　[0074]第１の再同期オケージョン４２０中に、第１の基地局と第２の基地局とは、それ
らのＬＢＴ無線フレームタイミングを再同期させ得る。第１の再同期オケージョン４２０
中に実行された再同期の後に、ならびに第１の基地局および第２の基地局の各々が送信ま
たは受信すべきデータを有するとき、第１の基地局および第２の基地局の各々は、共有無
線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合し得る。第１の基地局および第２の基
地局が同じＰＬＭＮに属し、同期されるので、第１の基地局および第２の基地局は、両方
とも共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つか、または両方とも
負け得る。第１の基地局および第２の基地局が両方とも共有無線周波数スペクトル帯域へ
のアクセスを求める競合に勝ったとき、第１の基地局および第２の基地局の各々は、再利
用１モードで、同時にそれぞれのＬＢＴ無線フレームを送信し得る（たとえば、第１の基
地局は第１のＬＢＴ無線フレーム４３０を送信し得、第２の基地局は第２のＬＢＴ無線フ
レーム４３５を送信し得る）。第１の基地局および第２の基地局が両方とも送信すべきデ
ータを有し、ＳＦＮ６について共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合
に勝つことが可能であるとき、第１の基地局および第２の基地局は再利用１モードで動作
し続け得る。しかしながら、図４に示されている例では、第１の基地局も第２の基地局も
、ＳＦＮ６の始めに共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つこと
が可能でない。第１の基地局または第２の基地局の一方または両方が（たとえば、第１の
基地局または第２の基地局の近傍にある共有無線周波数スペクトル帯域を使用する他のデ
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バイスのアクティビティゆえに）共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競
合に勝つことに失敗すると、第１の基地局および第２の基地局は、共有無線周波数スペク
トル帯域にアクセスすることに関してＴＤＭモードで動作し得る。
【００６１】
　[0075]例として、第１の基地局は、ＳＦＮ６の途中からＳＦＮ７の途中までの送信／受
信されるＬＢＴ無線フレームについて、および再びＳＦＮ７の途中からＳＦＮ８の途中ま
での送信／受信されるＬＢＴ無線フレームについて、共有無線周波数スペクトル帯域への
アクセスを求める競合に勝つことが示されている。第１の基地局が共有無線周波数スペク
トル帯域へのアクセスを求める競合に勝つＬＢＴ無線フレーム中に、第２の基地局は、共
有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことを妨げられ得る。同様
に、第２の基地局が共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つＬＢ
Ｔ無線フレーム中に（たとえば、ＳＦＮ８の後半中に）、第１の基地局は、共有無線周波
数スペクトル帯域へのアクセスを求める競合に勝つことを妨げられ得る。
【００６２】
　[0076]第２の再同期オケージョン４２５中に、第１の基地局と第２の基地局とは、それ
らのＬＢＴ無線フレームタイミングをもう一度再同期させ、再利用１モードで動作し得る
。
【００６３】
　[0077]図３を参照しながら説明したように、再利用１モードでの動作とＴＤＭモードで
の動作との間の第１の基地局と第２の基地局との切替えは、基地局の干渉環境に影響を及
ぼし得る。たとえば、第１の基地局が第２の基地局に対して再利用１モードで動作すると
き、第１の基地局のダウンリンク送信は第２の基地局の送信からの（および同じＰＬＭＮ
内の他の基地局からの）干渉を受け得る。しかしながら、第１の基地局が第２の基地局に
対してＴＤＭモードで動作するとき、第１の基地局のダウンリンク送信は第２の基地局の
送信からの（または同じＰＬＭＮ内の他の基地局からの）干渉を受けないことがある。こ
れらの異なる干渉環境は、第１の基地局に関連するＵＥのリンク品質の変動を生じ得る（
たとえば、ＣＳＩフィードバックおよびＰＤＳＣＨ復号の成功／失敗は変動し得る）。
【００６４】
　[0078]第１の基地局がＵＥからダウンリンク送信に関するフィードバックを受信し、フ
ィードバックに応答して第１の基地局のＨＡＲＱアウターフィードバックループまたはＣ
ＳＩフィードバックアウターループを更新する場合、フィードバックが再利用１モードで
行われたダウンリンク送信に対応するのか、ＴＤＭモードで行われたダウンリンク送信に
対応するのかにかかわらず、第１の基地局の性能は悪影響を及ぼされ得る。たとえば、再
利用１モードで行われた第１のダウンリンク送信についてのフィードバックが、ＴＤＭモ
ードで行われることになる第２のダウンリンク送信をスケジュールする前に、ＨＡＲＱア
ウターフィードバックループまたはＣＳＩアウターフィードバックループを更新するため
に使用されるとき、ＨＡＲＱアウターフィードバックループまたはＣＳＩアウターフィー
ドバックループの更新により、サポートされるよりも低いＭＣＳがダウンリンク送信のた
めに使用され得、それにより、未使用リンク容量の結果としてダウンリンク上の効率が低
下し得る。ＴＤＭモードで行われた第１のダウンリンク送信についてのフィードバックが
、再利用１モードで行われるべき第２のダウンリンク送信をスケジュールする前に、ＨＡ
ＲＱアウターフィードバックループまたはＣＳＩアウターフィードバックループを更新す
るために使用されるとき、ＨＡＲＱアウターフィードバックループまたはＣＳＩアウター
フィードバックループの更新により、サポートされるよりも高いＭＣＳまたはランクがダ
ウンリンク送信のために使用され得、それにより、第２のダウンリンク送信を復号するこ
とにＵＥが失敗することの結果としてダウンリンク上の効率が低下し得る。上述の効率の
低下は、いくつかの例では、たとえば、図５、図６、図７、図８、図９、図１２、図１３
、図１４、または図１５を参照しながら説明するように、ダウンリンク送信に関連する干
渉パラメータに少なくとも部分的に基づいてダウンリンク送信について受信されたフィー
ドバックを分類することによって、ダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別す
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ることによって、およびダウンリンク送信についての識別された干渉パラメータに関連す
るフィードバックカテゴリーに基づいてダウンリンク送信をスケジュールすることによっ
て緩和され得る。
【００６５】
　[0079]図５に、本開示の様々な態様による、共有無線周波数スペクトル帯域上の基地局
５０５とＵＥ５１５との間の通信フロー５００を示す。基地局５０５およびＵＥ５１５は
、図１または図２を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、または２０５－ａ、あ
るいはＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、または２１５－ｃの態様の例であ
り得る。
【００６６】
　[0080]通信フロー５００は、基地局５０５がＵＥ５１５に第１のダウンリンク送信５２
０を送信することから始まり得る。ブロック５２５において、第１のダウンリンク送信５
２０を受信すると、ＵＥ５１５は、第１のダウンリンク送信５２０についてのフィードバ
ック５３０を生成し得る。フィードバック５３０は基地局５０５に送信され得る。
【００６７】
　[0081]ブロック５３５において、基地局５０５は、フィードバック５３０を複数のフィ
ードバックカテゴリーのうちの１つに分類し得る。分類は、第１のダウンリンク送信につ
いての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づき得る。いくつかの例では、干渉パラメ
ータは、再利用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信のうちの１つを含み得る
。
【００６８】
　[0082]ブロック５４０において、基地局５０５は、後続のダウンリンク送信５５０につ
いての干渉パラメータを識別し得、ブロック５４５において、基地局５０５は、ブロック
５３５において識別された干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリーに分類さ
れたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、後続のダウンリンク送信５５０をス
ケジュールし得る。後続のダウンリンク送信５５０はＵＥ５１５に送信され得る。ダウン
リンク送信についてのフィードバックの分類と、後続の送信について識別された干渉パラ
メータに関連するフィードバックカテゴリーに分類されたフィードバックに少なくとも部
分的に基づく、後続の送信のスケジューリングとは、異なる干渉パラメータに関連するダ
ウンリンク送信のための適切なＭＣＳの選択を可能にすることによって、ダウンリンク送
信の効率を改善し得る。
【００６９】
　[0083]図６に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置６０５のブロック図６００を示す。装置６０５は、図１、図２、または図５を参照しな
がら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、または５０５のうちの１つまたは複数
の態様の一例であり得る。装置６０５はまた、プロセッサであるか、またはそれを含み得
る。装置６０５は、受信機モジュール６１０、ワイヤレス通信管理モジュール６２０、ま
たは送信機モジュール６３０を含み得る。これらのモジュールの各々は互いに通信し得る
。
【００７０】
　[0084]装置６０５のモジュールは、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで
実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を使用し
て、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の
他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る
。他の例では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプ
の集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプロ
グラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、システムオンチップ（ＳｏＣ）、または他のセミ
カスタムＩＣ）が使用され得る。各モジュールの機能はまた、全体的にまたは部分的に、
１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマ
ットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
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【００７１】
　[0085]いくつかの例では、受信機モジュール６１０は、専用無線周波数スペクトル帯域
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペクトル帯域
など、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認可されている
ので、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペ
クトル帯域）または共有無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装置がそれについて
アクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ
－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるい
は等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利
用可能である無線周波数スペクトル帯域））上で伝送を受信するように動作可能な少なく
とも１つの無線周波数（ＲＦ）受信機など、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。い
くつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域は
、たとえば、図１、図２、図３、図４、または図５を参照しながら説明したように、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機モジュール６１０は、図１または図２
を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の
通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々なタイ
プのデータまたは制御信号（すなわち、伝送（transmissions））を受信するために使用
され得る。通信リンクは、第１の無線周波数スペクトル帯域または第２の無線周波数スペ
クトル帯域上で確立され得る。
【００７２】
　[0086]いくつかの例では、送信機モジュール６３０は、専用無線周波数スペクトル帯域
または共有無線周波数スペクトル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲ
Ｆ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール６３０は、図
１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００または２００の１つ
または複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上
で様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、伝送）を送信するために使用され得
る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域
上で確立され得る。
【００７３】
　[0087]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール６２０は、共有無線周波数ス
ペクトル帯域上の送信機モジュール６３０を介したダウンリンク送信（たとえば、第１の
ダウンリンク送信または後続のダウンリンク送信）の送信と、共有無線周波数スペクトル
帯域上の受信機モジュール６１０を介したダウンリンク送信についてのフィードバックの
受信とを含む、装置６０５についてのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理する
ために使用され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール６２０は、フィ
ードバック分類モジュール６３５、干渉パラメータ識別モジュール６４０、またはダウン
リンクスケジューリングモジュール６４５を含み得る。いくつかの例では、ワイヤレス通
信管理モジュール６２０の部分は、受信機モジュール６１０または送信機モジュール６３
０に組み込まれ得る。
【００７４】
　[0088]いくつかの例では、フィードバック分類モジュール６３５は、共有無線周波数ス
ペクトル帯域上で第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックを分類する
ために使用され得る。フィードバックは、複数のフィードバックカテゴリーのうちの１つ
に分類され得、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に
基づき得る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータは、
再利用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信のうちの１つを含み得る。いくつ
かの例では、第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックは、ＣＳＩ、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック、またはそれらの組合せを含み得る。
【００７５】
　[0089]いくつかの例では、干渉パラメータ識別モジュール６４０は、後続のダウンリン
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ク送信についての干渉パラメータを識別するために使用され得る。
【００７６】
　[0090]いくつかの例では、ダウンリンクスケジューリングモジュール６４５は、後続の
ダウンリンク送信についての識別された干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴ
リーに分類されたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、後続のダウンリンク送
信をスケジュールするために使用され得る。
【００７７】
　[0091]図７に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置７０５のブロック図７００を示す。装置７０５は、図１、図２、または図５を参照しな
がら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、または５０５のうちの１つまたは複数
の態様、あるいは図６を参照しながら説明した装置６０５の態様の一例であり得る。装置
７０５はまた、プロセッサであるか、またはそれを含み得る。装置７０５は、受信機モジ
ュール７１０、ワイヤレス通信管理モジュール７２０、または送信機モジュール７３０を
含み得る。これらのモジュールの各々は互いに通信し得る。
【００７８】
　[0092]装置７０５のモジュールは、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで
実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて
実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（または
コア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分野
で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、スト
ラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＳｏＣ、または他のセミカスタム
ＩＣ）が使用され得る。各モジュールの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまた
は複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされ
た、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００７９】
　[0093]いくつかの例では、受信機モジュール７１０は、専用無線周波数スペクトル帯域
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペクトル帯域
など、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認可されている
ので、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペ
クトル帯域）または共有無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装置がそれについて
アクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ
－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるい
は等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利
用可能である無線周波数スペクトル帯域））上で伝送を受信するように動作可能な少なく
とも１つのＲＦ受信機など、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では
、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図
１、図２、図３、図４、または図５を参照しながら説明したように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
通信のために使用され得る。受信機モジュール７１０は、いくつかの場合には、専用無線
周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域についての別個の受信機を含
み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域上で通信す
るためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール（たとえば、専用ＲＦスペクトル帯域のた
めのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール７１２）、および共有無線周波数スペクトル帯
域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール（たとえば、共有ＲＦスペク
トル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール７１４）の形態をとり得る。専用
ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール７１２または共有ＲＦ
スペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール７１４を含む受信機モジュ
ール７１０は、図１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００ま
たは２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複
数の通信リンク上で様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、伝送）を受信する
ために使用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波
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数スペクトル帯域上で確立され得る。
【００８０】
　[0094]いくつかの例では、送信機モジュール７３０は、専用無線周波数スペクトル帯域
または共有無線周波数スペクトル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲ
Ｆ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール７３０は、い
くつかの場合には、専用無線周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域
についての別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、専用無線周波
数スペクトル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール（たとえば、
専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール７３２）、および
共有無線周波数スペクトル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール
（たとえば、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール７３
４）の形態をとり得る。専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジ
ュール７３２または共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュー
ル７３４を含む送信機モジュール７３０は、図１または図２を参照しながら説明したワイ
ヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス
通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々なタイプのデータまたは制御信号（
すなわち、伝送）を送信するために使用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペク
トル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【００８１】
　[0095]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール７２０は、共有無線周波数ス
ペクトル帯域上の送信機モジュール７３０を介したダウンリンク送信の送信と、受信機モ
ジュール７１０を介したダウンリンク送信についてのフィードバックの受信とを含む、装
置７０５についてのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得
る。いくつかの例では、ダウンリンク送信についてのフィードバックは、ＣＳＩ、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫフィードバック、またはそれらの組合せを含み得る。いくつかの例では、ワイ
ヤレス通信管理モジュール７２０は、フィードバック分類モジュール７３５、干渉パラメ
ータ識別モジュール７４０、ダウンリンクスケジューリングモジュール７４５、またはフ
ィードバックアウターループ維持モジュール（feedback outer loop maintenance module
）７６０を含み得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール７２０の部分は
、受信機モジュール７１０または送信機モジュール７３０に組み込まれ得る。
【００８２】
　[0096]干渉パラメータ識別モジュール７４０は、ダウンリンク送信についての干渉パラ
メータを識別するために使用され得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信についての
干渉パラメータは、再利用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信のうちの１つ
を含み得る。いくつかの例では、干渉パラメータ識別モジュール７４０は、指示処理モジ
ュール７５０または基地局送信ステータス処理モジュール７５５を含み得る。指示処理モ
ジュール７５０は、ダウンリンク送信についてのフィードバックとともにダウンリンク送
信についての干渉パラメータの指示を受信するために使用され得る。基地局送信ステータ
ス処理モジュール７５５は、少なくとも１つの他の基地局から送信ステータスを受信し、
送信ステータスに少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク送信についての干渉パラメ
ータを識別するために使用され得る。送信ステータスは、ダウンリンク送信が送信された
時間に存在した送信ステータスであり得る。いくつかの例では、装置７０５、および送信
ステータスがそれから受信される少なくとも１つの他の基地局は、同じＰＬＭＮに属し得
る。いくつかの例では、送信ステータスを受信することは、ＣＵＢＳ、またはＰＦＦＩＣ
Ｈ、あるいはそれらの組合せを受信することを含み得る。
【００８３】
　[0097]フィードバック分類モジュール７３５は、再利用１モードでのダウンリンク送信
の送信を含むダウンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ダウンリンク送信について受信されたフィードバックを第１のフィードバックカテゴリ
ーに分類するか、またはＴＤＭモードでのダウンリンク送信の送信を含むダウンリンク送
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信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク送信について
受信されたフィードバックを第２のフィードバックカテゴリーに分類するために使用され
得る。
【００８４】
　[0098]ダウンリンクスケジューリングモジュール７４５は、ダウンリンク送信について
識別された干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリーに分類されたフィードバ
ックに少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク送信をスケジュールする（たとえば、
ダウンリンク送信のためのＭＣＳを選択する）ために使用され得る。ダウンリンク送信に
ついて識別された干渉パラメータが、再利用１モードでの送信を含むとき、フィードバッ
クカテゴリーは第１のフィードバックカテゴリーであり得る。後続のダウンリンク送信に
ついて識別された干渉パラメータが、ＴＤＭモードでの送信を含むとき、フィードバック
カテゴリーは第２のフィードバックカテゴリーであり得る。いくつかの例では、ダウンリ
ンクスケジューリングモジュール７４５は、サブフレームごとにダウンリンクスケジュー
リングを実行し得る。
【００８５】
　[0099]フィードバックアウターループ維持モジュール７６０は、複数のフィードバック
カテゴリーのうちの各フィードバックカテゴリーについて、別個のＨＡＲＱフィードバッ
クアウターループまたは別個のＣＳＩフィードバックアウターループのうちの少なくとも
１つを維持するために使用され得る。いくつかの例では、フィードバックアウターループ
維持モジュール７６０は、ダウンリンク送信について受信されたフィードバックを第１の
フィードバックカテゴリーに分類すると、第２のフィードバックカテゴリーに関連するＨ
ＡＲＱフィードバックアウターループ、または第２のフィードバックカテゴリーに関連す
るＣＳＩフィードバックアウターループのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの更新
をスキップし得る。フィードバックアウターループ維持モジュール７６０はまた、ダウン
リンク送信について受信されたフィードバックを第２のフィードバックカテゴリーに分類
すると、第１のフィードバックカテゴリーに関連するＨＡＲＱフィードバックアウタール
ープ、または第１のフィードバックカテゴリーに関連するＣＳＩフィードバックアウター
ループのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの更新をスキップし得る。
【００８６】
　[0100]いくつかの例では、ダウンリンクスケジューリングモジュール７４５は、ダウン
リンク送信についての干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリーに関連する、
ＨＡＲＱフィードバックアウターループとＣＳＩフィードバックアウターループの一方ま
たは両方に少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク送信をスケジュールするために使
用され得る。
【００８７】
　[0101]図８に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置８１５のブロック図８００を示す。装置８１５は、図１、図２、または図５を参照しな
がら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、または５１５
のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。装置８１５はまた、プロセッサである
か、またはそれを含み得る。装置８１５は、受信機モジュール８１０、ワイヤレス通信管
理モジュール８２０、または送信機モジュール８３０を含み得る。これらのモジュールの
各々は互いに通信し得る。
【００８８】
　[0102]装置８１５のモジュールは、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで
実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて
実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（または
コア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分野
で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、スト
ラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＳｏＣ、または他のセミカスタム
ＩＣ）が使用され得る。各モジュールの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまた



(24) JP 6800893 B2 2020.12.16

10

20

30

40

50

は複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされ
た、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００８９】
　[0103]いくつかの例では、受信機モジュール８１０は、専用無線周波数スペクトル帯域
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペクトル帯域
など、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認可されている
ので、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペ
クトル帯域）または共有無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装置がそれについて
アクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ
－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるい
は等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利
用可能である無線周波数スペクトル帯域））上で伝送を受信するように動作可能な少なく
とも１つのＲＦ受信機など、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では
、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図
１、図２、図３、図４、または図５を参照しながら説明したように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
通信のために使用され得る。受信機モジュール８１０は、図１または図２を参照しながら
説明したワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクなど
、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々なタイプのデータまた
は制御信号（すなわち、伝送）を受信するために使用され得る。通信リンクは、第１の無
線周波数スペクトル帯域または第２の無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【００９０】
　[0104]いくつかの例では、送信機モジュール８３０は、専用無線周波数スペクトル帯域
または共有無線周波数スペクトル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲ
Ｆ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール８３０は、図
１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００または２００の１つ
または複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上
で様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、伝送）を送信するために使用され得
る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域
上で確立され得る。
【００９１】
　[0105]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール８２０は、共有無線周波数ス
ペクトル帯域上の受信機モジュール８１０を介したダウンリンク送信の受信と、送信機モ
ジュール８３０を介したダウンリンク送信についてのフィードバックの送信とを含む、装
置８１５についてのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得
る。いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール８２０は、干渉パラメータ識別モ
ジュール８３５、フィードバック生成モジュール８４０、またはフィードバック報告モジ
ュール８４５を含み得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール８２０の部
分は、受信機モジュール８１０または送信機モジュール８３０に組み込まれ得る。
【００９２】
　[0106]いくつかの例では、干渉パラメータ識別モジュール８３５は、共有無線周波数ス
ペクトル帯域上で受信された第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別す
るために使用され得る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送信についての干渉パラ
メータは、再利用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信のうちの１つを含み得
る。
【００９３】
　[0107]いくつかの例では、フィードバック生成モジュール８４０は、第１のダウンリン
ク送信についてのフィードバックを生成するために使用され得る。いくつかの例では、第
１のダウンリンク送信について生成されたフィードバックは、ＣＳＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
フィードバック、またはそれらの組合せを含み得る。
【００９４】
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　[0108]いくつかの例では、フィードバック報告モジュール８４５は、基地局に、干渉パ
ラメータの指示と一緒にフィードバックを送るために使用され得る。
【００９５】
　[0109]図９に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置９１５のブロック図９００を示す。装置９１５は、図１、図２、または図５を参照しな
がら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、または５１５
のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図８を参照しながら説明した装置８１５の態様
の一例であり得る。装置９１５はまた、プロセッサであるか、またはそれを含み得る。装
置９１５は、受信機モジュール９１０、ワイヤレス通信管理モジュール９２０、または送
信機モジュール９３０を含み得る。これらのモジュールの各々は互いに通信し得る。
【００９６】
　[0110]装置９１５のモジュールは、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで
実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて
実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（または
コア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分野
で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、スト
ラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＳｏＣ、または他のセミカスタム
ＩＣ）が使用され得る。各モジュールの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまた
は複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされ
た、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００９７】
　[0111]いくつかの例では、受信機モジュール９１０は、専用無線周波数スペクトル帯域
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペクトル帯域
など、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザに認可されている
ので、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペ
クトル帯域）または共有無線周波数スペクトル帯域（たとえば、送信装置がそれについて
アクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ
－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるい
は等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利
用可能である無線周波数スペクトル帯域））上で伝送を受信するように動作可能な少なく
とも１つのＲＦ受信機など、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では
、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図
１、図２、図３、図４、または図５を参照しながら説明したように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
通信のために使用され得る。受信機モジュール９１０は、いくつかの場合には、専用無線
周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域のための別個の受信機を含み
得る。別個の受信機は、いくつかの例では、専用無線周波数スペクトル帯域上で通信する
ためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール（たとえば、専用ＲＦスペクトル帯域のため
のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール９１２）、および共有無線周波数スペクトル帯域
上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール（たとえば、共有ＲＦスペクト
ル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール９１４）の形態をとり得る。専用Ｒ
Ｆスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール９１２または共有ＲＦス
ペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール９１４を含む受信機モジュー
ル９１０は、図１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００また
は２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数
の通信リンク上で様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、伝送）を受信するた
めに使用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数
スペクトル帯域上で確立され得る。
【００９８】
　[0112]いくつかの例では、送信機モジュール９３０は、専用無線周波数スペクトル帯域
または共有無線周波数スペクトル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲ
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Ｆ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール９３０は、い
くつかの場合には、専用無線周波数スペクトル帯域および共有無線周波数スペクトル帯域
のための別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、専用無線周波数
スペクトル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール（たとえば、専
用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール９３２）、および共
有無線周波数スペクトル帯域上で通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール（
たとえば、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール９３４
）の形態をとり得る。専用ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュ
ール９３２または共有ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール
９３４を含む送信機モジュール９３０は、図１または図２を参照しながら説明したワイヤ
レス通信システム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通
信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々なタイプのデータまたは制御信号（す
なわち、伝送）を送信するために使用され得る。通信リンクは、専用無線周波数スペクト
ル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【００９９】
　[0113]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール９２０は、共有無線周波数ス
ペクトル帯域上の受信機モジュール９１０を介したダウンリンク送信の受信と、送信機モ
ジュール９３０を介したダウンリンク送信についてのフィードバックの送信とを含む、装
置９１５についてのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得
る。いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール９２０は、干渉パラメータ識別モ
ジュール９３５、フィードバック生成モジュール９４０、またはフィードバック報告モジ
ュール９４５を含み得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール９２０の部
分は、受信機モジュール９１０または送信機モジュール９３０に組み込まれ得る。
【０１００】
　[0114]干渉パラメータ識別モジュール９３５は、第１のダウンリンク送信についての干
渉パラメータを識別するために使用され得る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送
信についての干渉パラメータは、再利用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信
のうちの１つを含み得る。いくつかの例では、干渉パラメータ識別モジュール９３５は、
基地局送信ステータス処理モジュール９５０または信号対雑音比（ＳＮＲ）測定モジュー
ル９５５を含み得る。基地局送信ステータス処理モジュール９５０は、少なくとも１つの
ネイバリング基地局から送信ステータスを受信し、送信ステータスに少なくとも部分的に
基づいて、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別するために使用され
得る。送信ステータスは、第１のダウンリンク送信が受信される時間に存在する送信ステ
ータスであり得る。いくつかの例では、装置９１５および少なくとも１つのネイバリング
基地局は、同じＰＬＭＮに属し得る。ＳＮＲ測定モジュール９５５は、第１のダウンリン
ク送信に関連するＳＮＲを測定し、測定されたＳＮＲに少なくとも部分的に基づいて第１
のダウンリンク送信についての干渉パラメータを推定するために使用され得る。
【０１０１】
　[0115]フィードバック生成モジュール９４０は、第１のダウンリンク送信についてのフ
ィードバックを生成するために使用され得る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送
信について生成されたフィードバックは、ＣＳＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック、ま
たはそれらの組合せを含み得る。
【０１０２】
　[0116]フィードバック報告モジュール９４５は、基地局に、干渉パラメータの指示と一
緒にフィードバックを送るために使用され得る。いくつかの例では、フィードバック報告
モジュール９４５は、フィードバックとともに基地局に、少なくとも１つのネイバリング
基地局からの送信ステータスを送り得る。
【０１０３】
　[0117]図１０に、本開示の態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局
１００５（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図１０００
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を示す。いくつかの例では、基地局１００５は、図１、図２、または図５を参照しながら
説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、または５０５の１つまたは複数の態様、あ
るいは図６または図７を参照しながら説明した装置６０５または７０５のうちの１つまた
は複数の態様の一例であり得る。基地局１００５は、図１、図２、図３、図４、図５、図
６、または図７を参照しながら説明した基地局の特徴および機能のうちの少なくともいく
つかを実装するかまたは可能にするように構成され得る。
【０１０４】
　[0118]基地局１００５は、基地局プロセッサモジュール１０１０、基地局メモリモジュ
ール１０２０、（（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュール１０５０によって
表される）少なくとも１つの基地局トランシーバモジュール、（（１つまたは複数の）基
地局アンテナ１０５５によって表される）少なくとも１つの基地局アンテナ、または基地
局ワイヤレス通信管理モジュール１０６０を含み得る。基地局１００５はまた、基地局通
信モジュール１０３０またはネットワーク通信モジュール１０４０のうちの１つまたは複
数を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数のバス１０３５を介して、直
接または間接的に、互いに通信し得る。
【０１０５】
　[0119]基地局メモリモジュール１０２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）または
読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。基地局メモリモジュール１０２０は、実行され
たとき、ダウンリンク送信について受信されたフィードバックの分類と、分類されたフィ
ードバックに少なくとも部分的に基づくダウンリンク送信のスケジューリングとを含む、
ワイヤレス通信に関係する本明細書で説明する様々な機能を基地局プロセッサモジュール
１０１０に実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュー
タ実行可能コード１０２５を記憶し得る。代替的に、コード１０２５は、基地局プロセッ
サモジュール１０１０によって直接的に実行可能ではないが、（たとえば、コンパイルさ
れ、実行されたとき）本明細書で説明する機能のうちのいくつかを基地局１００５に実行
させるように構成され得る。
【０１０６】
　[0120]基地局プロセッサモジュール１０１０は、インテリジェントハードウェアデバイ
ス、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。基地局プロセ
ッサモジュール１０１０は、（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュール１０５
０、基地局通信モジュール１０３０、またはネットワーク通信モジュール１０４０を通し
て受信された情報を処理し得る。基地局プロセッサモジュール１０１０はまた、（１つま
たは複数の）アンテナ１０５５を通した送信のために（１つまたは複数の）トランシーバ
モジュール１０５０に送られるべき情報、１つまたは複数の他の基地局１００５－ａおよ
び１００５－ｂへの送信のために基地局通信モジュール１０３０に送られるべき情報、ま
たは図１を参照しながら説明したコアネットワーク１３０の１つまたは複数の態様の一例
であり得る、コアネットワーク１０４５への送信のためにネットワーク通信モジュール１
０４０に送られるべき情報を処理し得る。基地局プロセッサモジュール１０１０は、単独
で、または、基地局ワイヤレス通信管理モジュール１０６０とともに、専用無線周波数ス
ペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域上で通信すること（またはそれの上で
の通信を管理すること）の様々な態様を扱い得る。専用無線周波数スペクトル帯域は、送
信装置がそれについてアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペクトル帯
域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペクトル帯
域など、特定の使用のための特定のユーザに認可された無線周波数スペクトル帯域）を含
み得る。共有無線周波数スペクトル帯域は、送信装置がそれについてアクセスを求めて競
合する必要があり得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無
認可使用のために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有される
かまたは優先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周
波数スペクトル帯域）を含み得る。
【０１０７】
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　[0121]（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュール１０５０は、パケットを変
調し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）基地局アンテナ１０５５
に与え、（１つまたは複数の）基地局アンテナ１０５５から受信されたパケットを復調す
るように構成されたモデムを含み得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュ
ール１０５０は、いくつかの例では、１つまたは複数の基地局送信機モジュールおよび１
つまたは複数の別個の基地局受信機モジュールとして実装され得る。（１つまたは複数の
）基地局トランシーバモジュール１０５０は、専用無線周波数スペクトル帯域または共有
無線周波数スペクトル帯域中での通信をサポートし得る。（１つまたは複数の）基地局ト
ランシーバモジュール１０５０は、（１つまたは複数の）アンテナ１７５５を介して、図
１、図２、または図５参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－
ｂ、２１５－ｃ、または５１５のうちの１つまたは複数、あるいは図８または図９を参照
しながら説明した装置８１５または９１５のうちの１つまたは複数など、１つまたは複数
のＵＥまたは装置と双方向に通信するように構成され得る。基地局１００５は、たとえば
、複数の基地局アンテナ１０５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１０
０５は、ネットワーク通信モジュール１０４０を通してコアネットワーク１０４５と通信
し得る。基地局１００５はまた、基地局通信モジュール１０３０を使用して、基地局１０
０５－ａおよび１００５－ｂなど、他の基地局と通信し得る。
【０１０８】
　[0122]基地局ワイヤレス通信管理モジュール１０６０は、専用無線周波数スペクトル帯
域または共有無線周波数スペクトル帯域上でのワイヤレス通信に関係する図１、図２、図
３、図４、図５、図６、または図７を参照しながら説明した特徴または機能の一部または
全部を実行または制御するように構成され得る。たとえば、基地局ワイヤレス通信管理モ
ジュール１０６０は、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯
域を使用して、補助ダウンリンクモード（たとえば、認可支援アクセスモード）、キャリ
アアグリゲーションモード、またはスタンドアロンモードをサポートするように構成され
得る。基地局ワイヤレス通信管理モジュール１０６０は、専用無線周波数スペクトル帯域
中でのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された、専用ＲＦスペクトル帯域のため
の基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１０６５と、共有無線周波数スペクトル帯域中で
のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された、共有ＲＦスペクトル帯域のための基
地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１０７０とを含み得る。基地局ワイヤレス通信管理モ
ジュール１０６０、またはそれの部分はプロセッサを含み得、あるいは基地局ワイヤレス
通信管理モジュール１０６０の機能の一部または全部は、基地局プロセッサモジュール１
０１０によって実行されるか、または基地局プロセッサモジュール１０１０とともに実行
され得る。いくつかの例では、基地局ワイヤレス通信管理モジュール１０６０は、図６ま
たは図７を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール６２０または７２０の一
例であり得る。
【０１０９】
　[0123]図１１に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ＵＥ１１１５のブロック図１１００を示す。ＵＥ１１１５は、様々な構成を有し得、パー
ソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ
、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（Ｄ
ＶＲ）、インターネット機器、ゲームコンソール、電子リーダーなどに含まれるかまたは
それらの一部であり得る。ＵＥ１１１５は、いくつかの例では、モバイル動作を可能にす
るために、小型バッテリーなどの内部電源（図示せず）を有し得る。いくつかの例では、
ＵＥ１１１５は、図１、図２、または図５を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、
２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、または５１５のうちの１つまたは複数の態様、あ
るいは図６または図７を参照しながら説明した装置６０５または７０５のうちの１つまた
は複数の態様の一例であり得る。ＵＥ１１１５は、図１、図２、図３、図４、図５、図８
、または図９を参照しながら説明したＵＥまたは装置の特徴および機能のうちの少なくと
もいくつかを実装するように構成され得る。
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【０１１０】
　[0124]ＵＥ１１１５は、ＵＥプロセッサモジュール１１１０、ＵＥメモリモジュール１
１２０、（（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール１１３０によって表される
）少なくとも１つのＵＥトランシーバモジュール、（（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ
１１４０によって表される）少なくとも１つのＵＥアンテナ、またはＵＥワイヤレス通信
管理モジュール１１６０を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数のバス
１１３５を介して、直接または間接的に、互いに通信し得る。
【０１１１】
　[0125]ＵＥメモリモジュール１１２０はＲＡＭまたはＲＯＭを含み得る。ＵＥメモリモ
ジュール１１２０は、実行されたとき、ダウンリンク送信についてのフィードバックの報
告を含む、ワイヤレス通信に関係する本明細書で説明する様々な機能をＵＥプロセッサモ
ジュール１１１０に実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コ
ンピュータ実行可能コード１１２５を記憶し得る。代替的に、コード１１２５は、ＵＥプ
ロセッサモジュール１１１０によって直接的に実行可能ではないが、（たとえば、コンパ
イルされ、実行されたとき）本明細書で説明する機能のうちのいくつかをＵＥ１１１５に
実行させるように構成され得る。
【０１１２】
　[0126]ＵＥプロセッサモジュール１１１０は、インテリジェントハードウェアデバイス
、たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み
得る。ＵＥプロセッサモジュール１１１０は、（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモ
ジュール１１３０を通して受信された情報、または（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１
１４０を通した送信のために（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール１１３０
に送られるべき情報を処理し得る。ＵＥプロセッサモジュール１１１０は、単独で、また
は、ＵＥワイヤレス通信管理モジュール１１６０とともに、専用無線周波数スペクトル帯
域または共有無線周波数スペクトル帯域上で通信すること（またはそれの上での通信を管
理すること）の様々な態様を扱い得る。専用無線周波数スペクトル帯域は、送信装置がそ
れについてアクセスを求めて競合しないことがある、無線周波数スペクトル帯域（たとえ
ば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波数スペクトル帯域など、特
定の使用について特定のユーザに認可された無線周波数スペクトル帯域）を含み得る。共
有無線周波数スペクトル帯域は、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合する必要
があり得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用の
ために利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優
先度を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペク
トル帯域）を含み得る。
【０１１３】
　[0127]（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール１１３０は、パケットを変調
し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１１４０に与
え、（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１１４０から受信されたパケットを復調するよう
に構成されたモデムを含み得る。（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール１１
３０は、いくつかの例では、１つまたは複数のＵＥ送信機モジュールおよび１つまたは複
数の別個のＵＥ受信機モジュールとして実装され得る。（１つまたは複数の）ＵＥトラン
シーバモジュール１１３０は、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数ス
ペクトル帯域中の通信をサポートし得る。（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュ
ール１１３０は、（１つまたは複数の）ＵＥアンテナ１１４０を介して、図１、図２、図
５、または図１０を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、５０５、
または１００５のうちの１つまたは複数、あるいは図６または図７を参照しながら説明し
た装置６０５または７０５のうちの１つまたは複数と双方向に通信するように構成され得
る。ＵＥ１１１５は単一のＵＥアンテナを含み得るが、ＵＥ１１１５が複数のＵＥアンテ
ナ１１４０を含み得る例があり得る。
【０１１４】
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　[0128]ＵＥワイヤレス通信管理モジュール１１６０は、専用無線周波数スペクトル帯域
または共有無線周波数スペクトル帯域上でのワイヤレス通信に関係する図１、図２、図３
、図４、図５、図８、または図９を参照しながら説明したＵＥまたは装置の特徴または機
能の一部または全部を実行または制御するように構成され得る。たとえば、ＵＥワイヤレ
ス通信管理モジュール１１６０は、専用無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数
スペクトル帯域を使用して、補助ダウンリンクモード（たとえば、認可支援アクセスモー
ド）、キャリアアグリゲーションモード、またはスタンドアロンモードをサポートするよ
うに構成され得る。ＵＥワイヤレス通信管理モジュール１１６０は、専用無線周波数スペ
クトル帯域中でのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された、専用ＲＦスペクトル
帯域のためのＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１１６５と、共有無線周波数スペクト
ル帯域中でのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された、共有ＲＦスペクトル帯域
のためのＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１１７０とを含み得る。ＵＥワイヤレス通
信管理モジュール１１６０、またはそれの部分はプロセッサを含み得、あるいはＵＥワイ
ヤレス通信管理モジュール１１６０の機能の一部または全部は、ＵＥプロセッサモジュー
ル１１１０によって実行されるか、またはＵＥプロセッサモジュール１１１０とともに実
行され得る。いくつかの例では、ＵＥワイヤレス通信管理モジュール１１６０は、図８ま
たは図９を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール８２０または９２０の一
例であり得る。
【０１１５】
　[0129]図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１２００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１２００について、図１、図２、
図５、または図１０を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、５０５
、または１００５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図６または図７を参照しなが
ら説明した装置６０５または７０５の態様に関して、以下で説明する。いくつかの例では
、基地局または装置は、以下で説明する機能を実行するように基地局または装置の機能要
素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替とし
て、基地局または装置は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能のうちの１
つまたは複数を実行し得る。
【０１１６】
　[0130]ブロック１２０５において、方法１２００は、共有無線周波数スペクトル帯域上
で第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックを分類することを含み得る
。フィードバックは、複数のフィードバックカテゴリーのうちの１つに分類され得、第１
のダウンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づき得る。共有無
線周波数スペクトル帯域は、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合する必要があ
り得る、無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のため
に利用可能である無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度
を付けられた様式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペクトル
帯域）を含み得る。
【０１１７】
　[0131]いくつかの例では、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータは、再利
用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信のうちの１つを含み得る。いくつかの
例では、第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックは、ＣＳＩ、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫフィードバック、またはそれらの組合せを含み得る。ブロック１２０５におけ
る（１つまたは複数の）動作は、図６、図７、または図１０を参照しながら説明したワイ
ヤレス通信管理モジュール６２０または１０６０、あるいは図６または図７を参照しなが
ら説明したフィードバック分類モジュール６３５を使用して実行され得る。
【０１１８】
　[0132]ブロック１２１０において、方法１２００は、後続のダウンリンク送信について
の干渉パラメータを識別することを含み得る。ブロック１２１０における（１つまたは複
数の）動作は、図６、図７、または図１０を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モ
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ジュール６２０または１０６０、あるいは図６または図７を参照しながら説明した干渉パ
ラメータ識別モジュール６４０を使用して実行され得る。
【０１１９】
　[0133]ブロック１２１５において、方法１２００は、後続のダウンリンク送信について
の識別された干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリーに分類されたフィード
バックに少なくとも部分的に基づいて、後続のダウンリンク送信をスケジュールすること
を含み得る。ブロック１２１５における（１つまたは複数の）動作は、図６、図７、また
は図１０を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール６２０または１０６０、
あるいは図６または図７を参照しながら説明したダウンリンクスケジューリングモジュー
ル６４５を使用して実行され得る。
【０１２０】
　[0134]したがって、方法１２００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１２００は一実
装形態にすぎないこと、および方法１２００の動作は、他の実装形態が可能であるように
、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１２１】
　[0135]図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１３００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１３００について、図１、図２、
図５、または図１０を参照しながら説明した基地局１０５、２０５、２０５－ａ、５０５
、または１００５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図６または図７を参照しなが
ら説明した装置６０５または７０５の態様に関して、以下で説明する。いくつかの例では
、基地局または装置は、以下で説明する機能を実行するように基地局または装置の機能要
素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替とし
て、基地局または装置は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能のうちの１
つまたは複数を実行し得る。
【０１２２】
　[0136]ブロック１３０５において、方法１３００は、共有無線周波数スペクトル帯域上
で第１のダウンリンク送信についてのフィードバックを受信することを含み得る。いくつ
かの例では、第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックは、ＣＳＩ、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック、またはそれらの組合せを含み得る。共有無線周波数スペ
クトル帯域は、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合する必要があり得る、無線
周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能で
ある無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた
様式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域）を含み
得る。ブロック１３０５における（１つまたは複数の）動作は、図６、図７、または図１
０を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール６２０または１０６０、図６ま
たは図７を参照しながら説明した受信機モジュール６１０または７１０、あるいは図１０
を参照しながら説明した（１つまたは複数の）基地局トランシーバモジュール１０５０を
使用して実行され得る。
【０１２３】
　[0137]ブロック１３１０において、方法１３００は、第１のダウンリンク送信について
の干渉パラメータを識別することを含み得る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送
信についての干渉パラメータは、再利用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信
のうちの１つを含み得る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送信についての干渉パ
ラメータを識別することは、第１のダウンリンク送信についてのフィードバックとともに
干渉パラメータの指示を受信することを含み得る。いくつかの例では、第１のダウンリン
ク送信についての干渉パラメータを識別することは、少なくとも１つの他の基地局から送
信ステータスを受信することと、送信ステータスに少なくとも部分的に基づいて、第１の
ダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別することとを含み得る。送信ステータ
スは、第１のダウンリンク送信が送信された時間に存在した送信ステータスであり得る。
ある例では、方法１３００を実行する基地局または装置、および送信ステータスがそれか
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ら受信される少なくとも１つの他の基地局は、同じＰＬＭＮに属し得る。いくつかの例で
は、送信ステータスを受信することは、ＣＵＢＳ、またはＰＦＦＩＣＨ、あるいはそれら
の組合せを受信することを含み得る。ブロック１３１０における（１つまたは複数の）動
作は、図６、図７、または図１０を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール
６２０または１０６０、図６または図７を参照しながら説明した干渉パラメータ識別モジ
ュール６４０、あるいは図７を参照しながら説明した指示処理モジュール７５０または基
地局送信ステータス処理モジュール７５５を使用して実行され得る。
【０１２４】
　[0138]ブロック１３１５において、方法１３００は、第１のダウンリンク送信について
の干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて、ブロック１３２０または１３２５に分
岐し得る。干渉パラメータが再利用１モードでの送信を含むとき、方法１３００はブロッ
ク１３２０において続き得る。干渉パラメータがＴＤＭモードでの送信を含むとき、方法
１３００はブロック１３２５において続き得る。
【０１２５】
　[0139]ブロック１３２０において、方法１３００は、再利用１モードでの第１のダウン
リンク送信の送信を含む第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも
部分的に基づいて、第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックを第１の
フィードバックカテゴリー１３３０に分類することを含み得る。ブロック１３２５におい
て、方法１３００は、ＴＤＭモードでの第１のダウンリンク送信の送信を含む第１のダウ
ンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて、第１のダウンリ
ンク送信について受信されたフィードバックを第２のフィードバックカテゴリー１３３５
に分類することを含み得る。
【０１２６】
　[0140]いくつかの例では、方法１３００は、複数のフィードバックカテゴリーのうちの
各フィードバックカテゴリーについて、別個のＨＡＲＱフィードバックアウターループま
たは別個のＣＳＩフィードバックアウターループのうちの少なくとも１つを維持すること
を含み得る。
【０１２７】
　[0141]ブロック１３１５、１３２０、または１３２５における（１つまたは複数の）動
作は、図６、図７、または図１０を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール
６２０または１０６０、あるいは図６または図７を参照しながら説明したフィードバック
分類モジュール６３５を使用して実行され得る。フィードバックアウターループの維持は
、図６、図７、または図１０を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール６２
０または１０６０、あるいは図７を参照しながら説明したフィードバックアウターループ
維持モジュール７６０を使用して実行され得る。いくつかの例では、ブロック１３０５、
１３１０、１３１５、１３２０、または１３２５における（１つまたは複数の）動作は、
複数のダウンリンク送信の各々について実行され得る。
【０１２８】
　[0142]ブロック１３４０において、方法１３００は、少なくとも１つの他の基地局から
送信ステータスを受信することをオプションで含み得る。ある例では、方法１３００を実
行する基地局または装置、および少なくとも１つの他の基地局は、同じＰＬＭＮに属し得
る。いくつかの例では、送信ステータスを受信することは、ＣＵＢＳ、またはＰＦＦＩＣ
Ｈ、あるいはそれらの組合せを受信することを含み得る。ブロック１３４０における（１
つまたは複数の）動作は、図６、図７、または図１０を参照しながら説明したワイヤレス
通信管理モジュール６２０または１０６０、図６または図７を参照しながら説明した干渉
パラメータ識別モジュール６４０または７４０、あるいは図７を参照しながら説明した基
地局送信ステータス処理モジュール７５５を使用して実行され得る。
【０１２９】
　[0143]ブロック１３４５において、方法１３００は、後続のダウンリンク送信について
の干渉パラメータを識別することを含み得る。いくつかの例では、後続のダウンリンク送



(33) JP 6800893 B2 2020.12.16

10

20

30

40

50

信についての干渉パラメータは、再利用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信
のうちの１つを含み得る。いくつかの例では、後続のダウンリンク送信についての干渉パ
ラメータを識別することは、ブロック１３４０において受信された送信ステータスに少な
くとも部分的に基づいて、後続のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別する
ことを含み得る。送信ステータスは、後続のダウンリンク送信が送信される時間に存在す
る送信ステータスであり得る。ある例では、方法１３００を実行する基地局または装置、
および少なくとも１つの他の基地局は、同じＰＬＭＮに属し得る。ブロック１３４５にお
ける（１つまたは複数の）動作は、図６、図７、または図１０を参照しながら説明したワ
イヤレス通信管理モジュール６２０または１０６０、図６または図７を参照しながら説明
した干渉パラメータ識別モジュール６４０、あるいは図７を参照しながら説明した指示処
理モジュール７５０または基地局送信ステータス処理モジュール７５５を使用して実行さ
れ得る。
【０１３０】
　[0144]ブロック１３５０において、方法１３００は、ブロック１３４５における後続の
ダウンリンク送信について識別された干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリ
ーに分類されたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、後続のダウンリンク送信
をスケジュールすること（たとえば、後続のダウンリンク送信のためのＭＣＳを選択する
こと）を含み得る。後続のダウンリンク送信について識別された干渉パラメータが、再利
用１モードでの送信を含むとき、フィードバックカテゴリーは第１のフィードバックカテ
ゴリー１３３０であり得る。後続のダウンリンク送信について識別された干渉パラメータ
が、ＴＤＭモードでの送信を含むとき、フィードバックカテゴリーは第２のフィードバッ
クカテゴリー１３３５であり得る。いくつかの例では、スケジュールすることはサブフレ
ームごとに実行され得る。ブロック１３５０における（１つまたは複数の）動作は、図６
、図７、または図１０を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール６２０また
は１０６０、あるいは図６または図７を参照しながら説明したダウンリンクスケジューリ
ングモジュール６４５を使用して実行され得る。
【０１３１】
　[0145]方法１３００のいくつかの例では、後続のダウンリンク送信は、後続のダウンリ
ンク送信についての干渉パラメータに関連するフィードバックカテゴリーに関連する、Ｈ
ＡＲＱフィードバックアウターループとＣＳＩフィードバックアウターループの一方また
は両方に少なくとも部分的に基づいてスケジュールされ得る。
【０１３２】
　[0146]いくつかの例では、方法１３００は、第１のダウンリンク送信について受信され
たフィードバックを第１のフィードバックカテゴリーに分類すると、第２のフィードバッ
クカテゴリーに関連するＨＡＲＱフィードバックアウターループ、または第２のフィード
バックカテゴリーに関連するＣＳＩフィードバックアウターループのうちの少なくとも１
つの少なくとも１つの更新をスキップすることを含み得る。方法１３００はまた、第１の
ダウンリンク送信について受信されたフィードバックを第２のフィードバックカテゴリー
に分類すると、第１のフィードバックカテゴリーに関連するＨＡＲＱフィードバックアウ
ターループ、または第１のフィードバックカテゴリーに関連するＣＳＩフィードバックア
ウターループのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの更新をスキップすることを含み
得る。
【０１３３】
　[0147]したがって、方法１３００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１３００は一実
装形態にすぎないこと、および方法１３００の動作は、他の実装形態が可能であるように
、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１３４】
　[0148]図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１４００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１４００について、図１、図２、
図５、または図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－
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ｂ、２１５－ｃ、５１５、または１１１５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図８
または図９を参照しながら説明した装置８１５または９１５の態様に関して、以下で説明
する。いくつかの例では、ＵＥまたは装置は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ
または装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
追加または代替として、ＵＥまたは装置は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明す
る機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０１３５】
　[0149]ブロック１４０５において、方法１４００は、共有無線周波数スペクトル帯域上
で受信された第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別することを含み得
る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータは、再利用１
モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信のうちの１つを含み得る。共有無線周波数
スペクトル帯域は、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合する必要があり得る、
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可
能である無線周波数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けら
れた様式で複数の事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域）を
含み得る。ブロック１４０５における（１つまたは複数の）動作は、図８、図９、または
図１１を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール８２０または１１６０、あ
るいは図８または図９を参照しながら説明した干渉パラメータ識別モジュール８３５を使
用して実行され得る。
【０１３６】
　[0150]ブロック１４１０において、方法１４００は、第１のダウンリンク送信について
のフィードバックを生成することを含み得る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送
信について生成されたフィードバックは、ＣＳＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック、ま
たはそれらの組合せを含み得る。ブロック１４１０における（１つまたは複数の）動作は
、図８、図９、または図１１を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール８２
０または１１６０、あるいは図８または図９を参照しながら説明したフィードバック生成
モジュール８４０を使用して実行され得る。
【０１３７】
　[0151]ブロック１４１５において、方法１４００は、基地局に、干渉パラメータの指示
と一緒にフィードバックを送ることを含み得る。ブロック１４１５における（１つまたは
複数の）動作は、図８、図９、または図１１を参照しながら説明したワイヤレス通信管理
モジュール８２０または１１６０、あるいは図８または図９を参照しながら説明したフィ
ードバック報告モジュール８４５を使用して実行され得る。
【０１３８】
　[0152]したがって、方法１４００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１４００は一実
装形態にすぎないこと、および方法１４００の動作は、他の実装形態が可能であるように
、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１３９】
　[0153]図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１５００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１５００について、図１、図２、
図５、または図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－
ｂ、２１５－ｃ、５１５、または１１１５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図８
または図９を参照しながら説明した装置８１５または９１５の態様に関して、以下で説明
する。いくつかの例では、ＵＥまたは装置は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ
または装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
追加または代替として、ＵＥまたは装置は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明す
る機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０１４０】
　[0154]ブロック１５０５において、方法１５００は、共有無線周波数スペクトル帯域上
で第１のダウンリンク送信を受信することを含み得る。共有無線周波数スペクトル帯域は
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、送信装置がそれについてアクセスを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペク
トル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ使用など、無認可使用のために利用可能である無線周波
数スペクトル帯域、あるいは等しく共有されるかまたは優先度を付けられた様式で複数の
事業者が使用するために利用可能である無線周波数スペクトル帯域）を含み得る。ブロッ
ク１５０５における（１つまたは複数の）動作は、図８、図９、または図１１を参照しな
がら説明したワイヤレス通信管理モジュール８２０または１１６０、図８または図９を参
照しながら説明した受信機モジュール８１０または９１０、あるいは図１１を参照しなが
ら説明した（１つまたは複数の）ＵＥトランシーバモジュール１１３０を使用して実行さ
れ得る。
【０１４１】
　[0155]ブロック１５１０および１５１５、または代替的にブロック１５２０および１５
２５において、方法１５００は、第１のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識
別することを含み得る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送信についての干渉パラ
メータは、再利用１モードでの送信、またはＴＤＭモードでの送信のうちの１つを含み得
る。ブロック１５１０において、方法１５００は、少なくとも１つのネイバリング基地局
から送信ステータスを受信することを含み得、ブロック１５１５において、方法１５００
は、送信ステータスに少なくとも部分的に基づいて、第１のダウンリンク送信についての
干渉パラメータを識別することを含み得る。送信ステータスは、第１のダウンリンク送信
が受信される時間に存在する送信ステータスであり得る。ある例では、方法１５００を実
行するＵＥまたは装置、および少なくとも１つのネイバリング基地局は、同じＰＬＭＮに
属し得る。ブロック１５２０において、方法１５００は、第１のダウンリンク送信に関連
するＳＮＲを測定することを含み得、ブロック１５２５において、方法１５００は、測定
されたＳＮＲに少なくとも部分的に基づいて、第１のダウンリンク送信についての干渉パ
ラメータを推定することを含み得る。ブロック１５１０、１５１５、１５２０、または１
５２５における（１つまたは複数の）動作は、図８、図９、または図１１を参照しながら
説明したワイヤレス通信管理モジュール８２０または１１６０、図８または図９を参照し
ながら説明した干渉パラメータ識別モジュール８３５、あるいは図９を参照しながら説明
した基地局送信ステータス処理モジュール９５０またはＳＮＲ測定モジュール９５５を使
用して実行され得る。
【０１４２】
　[0156]ブロック１５３０において、方法１５００は、第１のダウンリンク送信について
のフィードバックを生成することを含み得る。いくつかの例では、第１のダウンリンク送
信について生成されたフィードバックは、ＣＳＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック、ま
たはそれらの組合せを含み得る。ブロック１５３０における（１つまたは複数の）動作は
、図８、図９、または図１１を参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール８２
０または１１６０、あるいは図８または図９を参照しながら説明したフィードバック生成
モジュール８４０を使用して実行され得る。
【０１４３】
　[0157]ブロック１５３５において、方法１５００は、基地局に、干渉パラメータの指示
と一緒にフィードバックを送ることを含み得る。いくつかの例では、少なくとも１つのネ
イバリング基地局からの送信ステータスも、フィードバックとともに基地局に送られ得る
。ブロック１５３５における（１つまたは複数の）動作は、図８、図９、または図１１を
参照しながら説明したワイヤレス通信管理モジュール８２０または１１６０、あるいは図
８または図９を参照しながら説明したフィードバック報告モジュール８４５を使用して実
行され得る。
【０１４４】
　[0158]したがって、方法１５００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１５００は一実
装形態にすぎないこと、および方法１５００の動作は、他の実装形態が可能であるように
、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１４５】
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　[0159]本明細書で説明した技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用され
得る。「システム」および「ネットワーク」という用語はしばしば互換的に使用される。
ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）
などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およ
びＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤ
ＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に
、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる
。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態
を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）
）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバン
ド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）
、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓ
ｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは
、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile
 Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使
用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、
ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3r
d Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭ
Ａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２
：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。
本明細書で説明した技法は、共有無線周波数スペクトル上でのセルラー（たとえば、ＬＴ
Ｅ）通信を含む、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術
のために使用され得る。ただし、上記の説明では、例としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステム
について説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ適用例以外に適用可能である。
【０１４６】
　[0160]添付の図面に関して上記に記載された詳細な説明は、例について説明しており、
実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のすべてを表すものではない。「例」およ
び「例示的」という語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または例示の働きを
すること」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な
説明は、説明する技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法
は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念
を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造および装置がブロック図の
形式で示されている。
【０１４７】
　[0161]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、
光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１４８】
　[0162]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、汎
用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
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ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよう
な構成としても実装され得る。
【０１４９】
　[0163]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによって
実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコード
として、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して
送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲および趣旨
内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセッサに
よって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、
またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特徴は
また、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分散されるこ
とを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明細書で
使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「または」という語は、列
挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、または列挙された項目の
うちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たとえば、組成が、構成
要素Ａ、Ｂ、またはＣを含んでいると記述されている場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ
、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合
せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合
、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つまたは複
数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、
またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣ
またはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙
を示す。
【０１５０】
　[0164]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎
用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ
得る、任意の他の媒体を含み得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に
呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイスト
ペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワ
イヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信さ
れる場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線
、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で
使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（Ｃ
Ｄ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途デ
ィスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびＢｌｕ－
ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、デー
タを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記
の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１５１】
　[0165]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとな
り、本明細書で定義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に
適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべ
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きでなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられ
るべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域上で第１のダウンリンク送信について受信されたフィー
ドバックを分類することと、ここで、前記フィードバックが複数のフィードバックカテゴ
リーのうちの１つに分類され、前記分類することが、前記第１のダウンリンク送信につい
ての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づく、
　後続のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別することと、
　前記後続のダウンリンク送信についての前記識別された干渉パラメータに関連するフィ
ードバックカテゴリーに分類されたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、前記
後続のダウンリンク送信をスケジュールすることと
を備える、方法。
［Ｃ２］　前記第１のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータが、再利用１モー
ドでの送信、または時間領域多重化（ＴＤＭ）モードでの送信のうちの１つを備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記第１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックを分類するこ
とが、　前記再利用１モードでの前記第１のダウンリンク送信の送信を備える前記第１の
ダウンリンク送信についての前記干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記第
１のダウンリンク送信について受信されたフィードバックを第１のフィードバックカテゴ
リーに分類すること
を備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記ＴＤＭモードでの第２のダウンリンク送信の送信を備える前記第２のダウ
ンリンク送信についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のダウ
ンリンク送信についてのフィードバックを第２のフィードバックカテゴリーに分類するこ
と
をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］　前記フィードバックが、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、または肯定応答／否定
応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバック、あるいはそれらの組合せを備える、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ６］　前記後続のダウンリンク送信をスケジュールすることが、
　前記後続のダウンリンク送信のための変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を選択す
ること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］　前記第１のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータを識別すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　前記第１のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータを識別することが
、
　前記第１のダウンリンク送信についての前記フィードバックとともに前記干渉パラメー
タの指示を受信すること
を備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］　前記後続のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータを識別することが
、
　少なくとも１つの他の基地局から送信ステータスを受信することと、
　前記送信ステータスに少なくとも部分的に基づいて、前記後続のダウンリンク送信につ
いての前記干渉パラメータを識別することと
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記基地局および前記少なくとも１つの他の基地局が、同じパブリックラン
ドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）に属する、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記送信ステータスを受信することが、
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　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、または物理フレームフォーマットインジケー
タチャネル（ＰＦＦＩＣＨ）、あるいはそれらの組合せを受信すること
を備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記複数のフィードバックカテゴリーのうちの各フィードバックカテゴリー
について、別個のハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックアウターループ
または別個のチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックアウターループのうちの少なく
とも１つを維持すること
をさらに備え、
　ここにおいて、前記後続のダウンリンク送信が、前記後続のダウンリンク送信について
の前記干渉パラメータに関連する前記フィードバックカテゴリーに関連する、ＨＡＲＱフ
ィードバックアウターループとＣＳＩフィードバックアウターループの一方または両方に
少なくとも部分的に基づいてスケジュールされる、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記第１のダウンリンク送信について受信された前記フィードバックを第１
のフィードバックカテゴリーに分類すると、第２のフィードバックカテゴリーに関連する
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックアウターループ、または前記第２
のカテゴリーに関連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックアウターループのう
ちの少なくとも１つの少なくとも１つの更新をスキップすること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域上で第１のダウンリンク送信について受信されたフィー
ドバックを分類するための手段と、ここで、前記フィードバックが複数のフィードバック
カテゴリーのうちの１つに分類され、前記分類することが、前記第１のダウンリンク送信
についての干渉パラメータに少なくとも部分的に基づく、
　後続のダウンリンク送信についての干渉パラメータを識別するための手段と、
　前記後続のダウンリンク送信についての前記識別された干渉パラメータに関連するフィ
ードバックカテゴリーに分類されたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、前記
後続のダウンリンク送信をスケジュールするための手段と
を備える、装置。
［Ｃ１５］　前記第１のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータが、再利用１モ
ードでの送信、または時間領域多重化（ＴＤＭ）モードでの送信のうちの１つを備える、
Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］　前記フィードバックが、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、または肯定応答／否
定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバック、あるいはそれらの組合せを備える、Ｃ１４
に記載の装置。
［Ｃ１７］　前記後続のダウンリンク送信のための変調およびコーディング方式（ＭＣＳ
）を選択するための手段
をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１８］　前記第１のダウンリンク送信についての前記干渉パラメータを識別するため
の手段
をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１９］　前記第１のダウンリンク送信についての前記フィードバックとともに前記干
渉パラメータの指示を受信するための手段
をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］　少なくとも１つの他の基地局から送信ステータスを受信するための手段と、
　前記送信ステータスに少なくとも部分的に基づいて、前記後続のダウンリンク送信につ
いての前記干渉パラメータを識別するための手段と
をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２１］　前記複数のフィードバックカテゴリーのうちの各フィードバックカテゴリー
について、別個のハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックアウターループ
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または別個のチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックアウターループのうちの少なく
とも１つを維持するための手段
をさらに備え、
　ここにおいて、前記後続のダウンリンク送信が、前記後続のダウンリンク送信について
の前記干渉パラメータに関連する前記フィードバックカテゴリーに関連する、ＨＡＲＱフ
ィードバックアウターループとＣＳＩフィードバックアウターループの一方または両方に
少なくとも部分的に基づいてスケジュールされる、
Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２２］　前記第１のダウンリンク送信について受信された前記フィードバックを第１
のフィードバックカテゴリーに分類すると、第２のフィードバックカテゴリーに関連する
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックアウターループ、または前記第２
のカテゴリーに関連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックアウターループのう
ちの少なくとも１つの少なくとも１つの更新をスキップするための手段
をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２３］　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域上で受信された第１のダウンリンク送信についての干渉
パラメータを識別することと、
　前記第１のダウンリンク送信についてのフィードバックを生成することと、
　基地局に、前記干渉パラメータの指示と一緒に前記フィードバックを送ることと
を備える、方法。
［Ｃ２４］　前記干渉パラメータを識別することが、
　少なくとも１つのネイバリング基地局から送信ステータスを受信することと、
　前記送信ステータスに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のダウンリンク送信につ
いての前記干渉パラメータを識別することと
を備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］　前記フィードバックとともに前記基地局に、前記少なくとも１つのネイバリ
ング基地局からの前記送信ステータスを送ること
をさらに備える、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］　前記干渉パラメータを識別することが、
　前記第１のダウンリンク送信に関連する信号対雑音比（ＳＮＲ）を測定することと、　
前記測定されたＳＮＲに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のダウンリンク送信につ
いての前記干渉パラメータを推定することと
を備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２７］　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域上で受信された第１のダウンリンク送信についての干渉
パラメータを識別するための手段と、
　前記第１のダウンリンク送信についてのフィードバックを生成するための手段と、
　基地局に、前記干渉パラメータの指示と一緒に前記フィードバックを送るための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２８］　少なくとも１つのネイバリング基地局から送信ステータスを受信するための
手段と、　前記送信ステータスに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のダウンリンク
送信についての前記干渉パラメータを識別するための手段と
をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記フィードバックとともに前記基地局に、前記少なくとも１つのネイバリ
ング基地局からの前記送信ステータスを送るための手段
をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］　前記第１のダウンリンク送信に関連する信号対雑音比（ＳＮＲ）を測定する
ための手段と、
　前記測定されたＳＮＲに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のダウンリンク送信に
ついての前記干渉パラメータを推定するための手段と
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をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】



(46) JP 6800893 B2 2020.12.16

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  ジャン、シャオシャ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ルオ、タオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  チェンダマライ・カンナン、アルムガン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  リウ、ジェンウェイ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５

    審査官  伊東　和重

(56)参考文献  特表２０１３－５２８９８９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４－７／２６　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１，４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

